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財団法人大阪府男女協働社会づ(欄団の糖

1　設立日的

財団法人大阪府男女協働社会づくり財団は､男女の自立とあらゆる分野-の対等な

参加･参画を促進し､行政並びに府民･民間団体等が連携した多様な活動を効果的に

推進するために中心的な役割を果たすとともに､各種事業及びドーンセンターの管理

遷宮を行うこと等により男女協働社会の実現に寄与することを目的とする｡

2　設立年月日

平成6年4月1日

3　基本財産

1億円

4　財団の事務所

大阪市中央区大手前1丁目3番4 9号

5　組織体制
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6　主要事業

日)女性に関する情報の収集及び提供に関する事業

情報ライブラリー､情報システムの運営

(2)女性の抱える問題に関する相談事業

相談事業､サポートグループ､カウンセリング講座

(3)啓発学習事業

女性問題啓発講座､ウイメンズフォーラムの開催

(4)女性の能力開発に関する事業

自己開発講座､ニューワーク創業支援事業

(5)調査研究事業

大阪の女たちの歴史的資料の発掘･編集

(6)女性のネットワークづくり事業

アフターファイブ交流サロン､ジャンプ活動報告交流会の開催

(7)表現交流事業

女性映像フェスティバル､ビデオ制作講座､女性芸術劇場の開催

(8)国際交流事業

外国人相談､女性NGOフォーラム北京'95記録ビデオの作成

(9)健康に関する事業

フィットネススクールの開催(水泳､エアロビクス)

(10)広報事業

情報誌｢DAWN｣の発行

(ll)施設の管理運営の受託事業

7　財団のあゆみ

･6. 4. 1　財団設立(理事長:谷川秀善氏　事務所:大阪府立婦人会館内)

･6. 5.11　第1回理事会開催

･6. 6.18　財団設立記念イベント(ウィメンズフォーラム)の開催

･6. 6,20　第2回理事会開催(理事長に吉沢健氏就任)

･6. 7.29　ドーンセンター(大阪府立女性総合センター)竣工

･6. 8. 8　大阪府から財団へ施設引き継ぎ

･6. 8.29　財団事務所移転(ドーンセンター内)

･6,10.27　第1回ドーンセンター運営推進委員会開催

･6,ll. 7　開館記念式典

･6.ll.11　オープニングイベント開催(～11.13)

･6.ll.26　大阪国際女性フォーラム開催(～ll.27)

･7. 2.27　第2回ドーンセンター運営推進委員会開催

7. 3.17　第3回理事会開催

･7. 6.29　第4回理事会開催

･7. 7.17　第3回ドーンセンター運営推進委員会開催

･7.ll.10　トンフェスティバル(1周年事業)の開催(～ll.12)

･7.ll.30　第4回ドーンセンター運営推進委員会開催

･7.12.11　理事懇談会の開催

･8. 2.29　第5回ドーンセンター運営推進委員会開催

･8. 3.28　第5回理事会開催
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ドーンセンターの概要

1　基本理念と日的

｢男女の自立と対等な参加･参画に基づく男女協働による新しい社会の創造｣を基本

理念とし､その実現のために3つのTを基本とした女性の総合的な支援施設としての役

割を果たすことを目的としている｡

3つのT ･ Identity(7イT")ティティ)　　　　　　:女性の社会的自立の拠点

･ InformatlOn(インフォトション)　　　　　　:情報ネットワークの拠点

･ InternationalizatlOn(インターナノヨナリゼインヨン) :国際交流の拠点

2　沿　革

ドーンセンターは､各界の専門家や女性団体､グループの方々など､幅広い府民の参

画を得て建設計画を進めてきた｡

センターの事業や施設内容についてもドーンセンター推進会議やクリエイティブフォ

ーラムなどを開催し､府民の方々とともに検討を行い方針を決定した｡

昭和61年度･ ｢21世糸己をめざす大阪府女性プラン｣策定(4月)

(昭和61年度～平成2年度)
･建設予定地(元大手前会館跡地)を決定(9月)

･第1回婦人団体､グループアンケート実施(1月)

昭和62年度･基本構想公表(6月)
･第2回婦人団体､グループアンケート実施(1月)

昭和63年度　･婦人総合センター(仮称)推進会議の設置(9月)

(平成3年7月､ドーンセンター推進会議に改称)
･クリエイティブフォーラム開催(12月)

･府政モニターアンケート調査実施(12月)

･元大手前会館撤去完了( 1月)

平成元年度　･基本設計
･文化財発掘調査/第1期

平成2年度･実施設計
･文化財発掘調査/第2期

･クリエイティブフォーラム開催(12月)

･愛称｢ドーンセンター_　に決定(2月)

平成3年度　･ ｢女と男のジャンププラン｣策定(9月)

(平成3年度～1 2年度)

･文化財発掘調査/第3期

･クリエイティブフォーラム開催(12月)

･建設工事着工(3月) /工期2 8か月

平成4年度･クリエイティブフォーラム開催(12月)

･シンボルマーク決定(1月)

平成5年度･プレイベント｢女性映像フォーラム｣開催(11月)

平成6年度･ドーンセンター(大阪府立女性総合センター)開館(11月)
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3　建物概要

所　在　地　　大阪市中央区大手前1丁目3番49号

敷地面積　　3, 170nf

構　　　造　　鉄骨鉄筋コンクリート造(一部鉄骨造)

階　　　数　　地上1 0階地下1階

高　　　さ　　52m

建築面積　1, 970m2

延床面積　12, 760m2

立体駐車場　　9 2台

4　管理運営

財団法人大阪府男女協働社会づくり財団

5　利用について

(1)開館時間　　　　　　午前9時30分～午後9時30分

･情報ライブラリー　平日･土曜　午前9時30分～午後9時30分

日曜･祝日　午前9時30分～午後5時30分

(貸出返却手続･情報相談は終了時問の30分前まで)
･相談カウンセリング　電話相談:月～金曜　午前10時～午後4時

午後6時～午後8時

土･日･祝日　午前10時～午後4時

面接相談:月･木曜　午前9時45分～午後8時30分

火･金･土･日･祝午前9時45分～午後5時30分

法律相談:第2木曜　午後6時～午後8時

第4金曜　午後2時～午後4時

からだの相談:第4土曜　午後2時～午後4時

･ウェルネスのフロア　平日･土曜　午前9時30分～午後9時

日曜･祝日　午前9時30分～午後5時

(入場は終了時間の30分前まで)

(2)休　館　日

(3)受付開始日

(4)駐　車　場

毎週水曜日､年末年始､祝日の振替日

情報ライブラリーは､毎月最終月曜日及び特別資料整理

期間も休館

ホール･パフォーマンススペース: 6か月前から

会議室等: 3か月前から

毎月1日に抽選｡それ以後は先着順

立体駐車場　92台

最初の1時間まで400円(超過30分ごとに200円)
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事　業　概　要



第1　各種事業の実施

1女性に関する情報の収集及び提供に関する事業

女性に関する情報を幅広く収集･整理･加工し､データベース化するとともに､これ

らを活用して､多様な情報ニーズに的確に対応した情報提供を行った｡

(1)情報ライブラリーの遷宮

女性関連の図書･資料･ビデオ等を収集し､閲覧･視聴･貸出サービスを行うはか

利用者からの情報相談に応じた｡

e　図書･資料の収集冊数 (平成8年3月3 1日現在)

図　書　　　　20, 915冊

行政資料　　　　4, 749冊

雑　誌　　　　　　　662タイ川､ ll, 273冊

AV資料　　　　　　378本　(ビデオ361本､カセット7ック18本)

ア　図書の内訳

種別 �5�486x8ｹ�B�

女性問題関連雑誌 都��
一般雑誌 塔b�

グループのミニコミ誌 ��cB�

女性学研究所等の年報.倭閑話 鉄R�

行政の広報誌 ��s��

女性関連施設の広報誌 �����

その他 迭�

合計 田c"�

イ　行政資料の内訳

分類 倚ｹ�B�

行動計画.プラン 鼎c2�

施策概要.統計.白書 ��ﾃ�sb�

調査.研究報告書 塔SR�

イベント講座等の記録 涛S"�

研修.派遣事業報告書 ���3コ�

女性関連施設概要 ���#�B�

啓発冊子 �3唐�

その他 �3�b�

合計 釘ﾃsC��

分類 冏ｹ�B�

女性問題.フェミニズム �#r�

性 白苒�

からだとこころ 白苒�

家族.家庭 釘�

子ども.学校 ��R�

高齢化 唐�

社会一般 �3b�

しごと ��r�

政治.法律.行政 湯�

教育.研究 湯�

文化.芸術.表現 �#�R�

合計 �3s��



②　利用者登録数(ライブラリーカード)

ア　性　別

区分t登録者数 

t女性 �4,933 
個 人 �&ｩ�ｲ�615 

計 迭ﾃSC��

特別貸出等※ �28 

合計15,576 

※行政･学校関係その他団体
への貸出､及び館内閲覧資料
の一時貸出

イ　地域別

年代 ��ﾉ�B�

10代未満 鉄R�

10代 �3C��

20代 ��ﾃンb�

ヨo代 ��ﾃCS��

40代 ��ﾃ��r�

50代 鼎3��

60代1171 

70代 田2�

80代以上 ���

不明 �3"�

合計 迭ﾃSC��

(平成8年3月31日現在)

(朗8@男性

(3 5%) (0.2%)

和歌山県

(0.3%)
その他

(0 0%)80代以上

(1.1%)70代

(7 8%)50代

(3.0%) 60ft

(06%)不明

(1 0%) 10代未満



鑑･貸出件数

･言　情報相談

ライ7ラリー職員が､図書･資料･デ-クへ-ス等を活用して､検索指導や来館･電話による

情報相談に応L:た｡

(内　訳)

分類 兌ﾙ�ﾃyD�7��l平成6年度 

利用案内 釘ﾃ3���831 

検索指導 鼎cb�390 

資料の所蔵,所在調査 ��#2�46 

特定テーマの資料案内 �#迭�76 

人材.学習情報の提供 �?�貮Fﾂ�69 

グループ.施設情報の提供 ��S2�37 

その他 ���r�16 

合計 迭ﾃs�2�1,465 

(2)情報システムの運営

各種女性関係情報を誰もが自由に検索できる情報システム｢情報CAN･トンネット｣を開

発し､データベースを構築するとともに､これを活用した講座等を開催した｡

三　データへースの構築

メ二ユ-名称 �;データ数喜平成7年度アクセス拭数 剳ｽ成6年度7クセス回数 

トンセンター利用案内 �113 ��BﾃSc"�2,350 

ライ7うリーの本.げオ �(1)のとおり 釘ﾃ3ビ�1,934 

なんでも情報玉手箱 冤 湯ﾃ�#r�臣4,426 

講座.イベント 都"� ��

団体.グループ情報 冕C3���

人材情報 ��ﾃ�SB�

!女性関連施設情報 撞c#b�

女性行政窓口情報 鉄���

統計情報 鉄H6X�ｸ7ﾓ度枴l｢�

法律.制度 �#h6X�ｸ7ﾓsH枴l｢�

困ったときに ��ﾃ����

ひろかれネットワーク �0-net24,トンプラザ �"ﾃャr�1,584 

ドーンネットの使い方;72,376 劔1,020 

合計!-;24,039 劔ll,314 
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②　ドーンプラザの運営

会員制のワープロ･パソコン通信を開設し､利用者の情報発進･交流の場を提

供したD

会員数:418名　(女性　320人､　男性　98人)

電子会議室開設状況

1 ｢フリートーク｣

2 ｢子育てなんでもトーク｣

3 ｢ドーンセンター勝手運営委員会｣

4 ｢オルゴールネット2　f o r　ワーキングウーマン｣

5 ｢科学と生活と｣

6 ｢メディアウォッチング｣

7 ｢聴覚障害者フォーラム｣

8 ｢ワーキング･ウィメンス･フォーラム｣

③　館外からの接続回数

経由 兌ﾙ�ﾃyD�7��平成6年度 

0-net24経由 �"ﾃ�Sxﾈ��785件 

ドーンプラザ経由 鉄�(ﾈ��ﾂ�281件 

合計 �"ﾃcS佇��1,066件 

(3)講座･展示等

①　知りたい知らせたい情報ネットワーク講座の開催

情報化社会の中で､女性が自分に必要な情報を選び取り積極的に活用していく

ためのノウハウを身につける講座を開催した｡

定員: 50名(第3回のみ公開講座100人)

受講者数: 36人(公開講座80人)

月曜日　午後2時から午後4時　　受講料: 3,000円(公開講座700円)

l 月/日 �7H耳耳7ﾒ�講師 

1 迭�#��情報過多と情報過疎 �?)�ﾉvﾘ���6x985ｨ985��ｸ�饑�%99h5(�ｸ6h4(6ﾈ�ｸ5��ｲ��

2 澱��情報源にアクセスする ��ﾈ�ﾂ�

3 仍��ﾂ�小さな雑誌でまちづくり l ���-ﾈ.H-ﾒ�&闔h艀顋](��"��

4 謄b����!私発､情報誌の作り方(1) �H�8,ﾘ,ｸ+�云(�ﾔ影ｸ4�7韶Xﾜ鋳�

5 ��3b�#b�++ l ��ﾈ�ﾂ�
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②　ドーンネット検索講習会の開催

ドーンネットの利用者拡大を図るため､検索のための基本的操作方法を実習す

る講習会を開催した｡

定員:11人(1回当たり)　受講料:無料

開催日:平成7年4月～平成8年3月　毎週金曜日

開催時間 丶ｨﾜ8���B�参加人数 

午前(10:00-ll:30) 嶋���77人 

午後(14:00-15:30) 嶋���72人 

夜間(18:30-20:00) ���x����S��ﾂ�

合計 �#8���ZOO人 

③　資料でみる日本ウーマン･リブ史展

｢資料日本ウーマン･リブ史｣におさめられたミニコミ･ビラ･ポスター･写真

等の原資料､情報ライブラリー所蔵ウーマン･リブ関係図書･ミニコミ等を展示

し､ビデオ｢ルッキング･フォー･フミコ一女たちの自分探し｣を上映した｡

展示期間.平成7年10月3日(火)～10月19日(木)

④　資料でみる女性のエンパワーメント
-国立婦人教育会館収集の"北京会議関係資料大集合! "

北京女性会議で発表された各国政府や国際機関の公式文書､ NGOフォ-ラム

に参加したグループがワークショップのために作成したパンフレット､ちらし､

ポスター等約1, 0 0 0点と北京女性会議関係の行政情報誌･雑誌を展示し､関

連ビデオを上映した｡

展示期間:平成8年2月16日(金)～2月23日(金)

⑤　ビデオ上映会

情報ライブラリーで新たに購入したビデオから女性監督のドキュメンタリーや

ジェンダー問題の作品を選んで上映した｡

開催回数:　3回

参加人数: 96人

⑥　情報ライブラリーニュース｢いんふぉめ-と｣の作成

情報ライブラリーの多様な活動を広くPRするため､女性情報と利用者を結ぶ

双方向型のライブラリーニュースを作成し､府内外の女性関係施設及び図書館等

-配付した｡

･A4版4頁　5, 000郡

･平成7年9月(創刊号) ､平成7年11月(第2号)

平成8年1月(第3号)､平成8年3月(第4号)発行
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2　女性の抱える問題に関する相談事業

女性の直面している様々な問題について､女性の視点から自立と主体的な生き方を目

指し､相談カウンセリングにより､必要な援助と解決のためのサポートを行った｡

(1)相談事業

①　面接相談:専門の女性カウンセラーによる面接でのカウンセリング

月･木曜日　　　　　　　　　午前9時45分から午後8時30分

火･金･土･日曜日･祝日　　午前9時45分から午後5時30分

～10代 �#��2�ヨo代 鳴�C��8�經��2��｢���c��2����｢�70代～ 儻9k��合計 �*"R��

生き方 �"�132 �#�B�】 l 98j27 1 �25 �� 鼎モ�l 33.6 

こころ ��58 問�39 ����｣�����1 6 �� ��c��ll.5 

からだ ��1日 �"�2 i 鳴� �� ��B�【1.0 

仕事上の悩み ��6 免ﾂ�l 】13 】 鳴�ﾃ��ﾂ�2 �� �32�r 【2.3 【 

夫婦関係 ��r21 ��#r�37 �6��ﾂ�20 粘b�2 �#cR�18.2 

親子関係 �9<Sc�����塔"�58 田��い ��2 【 �#�"�20.1 l 

人間関係 迭�】 52 鼎��44 ��2�5 �"� ��c��ll.6 

性.性的被害 ��9 唐� �� �� ��r�1.2 

暮らし �� ��2i2 E �2 �� 友ﾂ�0.4 

その他 �� ���1 ��｢���i i 1 �� ���"���0.1 l 

合計 ����356 ���S3x�｣#釘���鳴��sR�70 唐�4 ��ﾃCSB�100.0 

月 滴ﾈ��1 15月 l ��｣hﾈ��7月 嶋ﾈ��9月 ���ﾈ��11月 ��(ﾈ��

件数 ��C��l ;100 ��3��tLIl ��#��l llt, ���B�:114 l 涛r�

月11月 冤 2月 鳴�8ﾈ譏ﾘxﾇb�

件数 偖ﾉ�ﾂ�Ll26 末ﾃ#�ｮﾃ�ﾃCSB�
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②　電話相談:専用電話を使った､電話相談員による相談

月曜日から金曜日　午前10時から午後4時　午後6時から午後8時

土曜日･日曜日･祝日　午前10時から午後4時

～10代 �#��2�ヨo代 魅C��2�50代 田��2�70代～ 】 儻9k��合計 亦３��

生き方 ��76 塔��【 l1什 鉄"�B�】 tLl ��ll 都S"�22.9 

こころ �8��123 ��S��234 ���"�7 ���57 田sb�20.6 

からだ ��F 17 ��?｢�川 湯�2 ��7 田H�S�纈���

繰上の悩み ��37 ��C�#2�ﾂ�鳴�#B� ���3 ���"�l ;3.1 l 

夫婦関係 ��66 ���cB�"�l 145 涛B�[17 �"�28 免ﾇFﾂ�15.7 l 

親子関係 �3��鳴����89 �����48 �"�27l �3ヲ�ﾂ�ll.8 

人間関係 ��r�90 ��ﾄ��90 �3��5 ��25 �3CB�l10.5 

性.脚被菩 ��13 迭�1 鳴�ﾂ�｣��l ��8 鳴�#旭ﾂ�r 0.9 

暮らし ���12 免ﾂ�175 �����ｦ��b���102 �3�"�9.5 

その他 鳴�ﾂ�2 �2� �"�i ���94 ����c��"�1.t 

合計 塗�2�｣卜丁 田3��1286 鼎#R�94 途�362 �2ﾃ#ゴ"����100.0 

月 滴ﾈ��5月 塗ﾈ��】 【7月 嶋ﾈ��9月 ���ﾈ��11月 ��(ﾈ��

件数 �#sB�226 �3���302 �332�こい �#ッ�1234 ⊇ �#C"�

月 ��ﾈ��2月 �8ﾈ��合計 

件数 �#SB�279 �#迭�3,285 
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主訴別相談件数

生き方 �?�+�.ｲ�からだ ���8馼�2�,ﾉE�-ﾒ�夫婦関係 ��X��ｭhﾅr�人間関係 ��ｲ��ｹ4��4ﾈ�R�暮らし �+ｸ,ﾉ�ﾂ�計 

血接相談 鼎モ�168 ��B�33 �#cR�292 ��c��17 澱�2 ��ﾃCSB�

752 田sb�64 ���"�516 �3ヲ�344 �#��312 ���"�3,285 

計 ��ﾃ#C��844 都��135 都���681 鉄�2�45 �3���104 釘ﾃs3��

年代別相談件数

-10代　　20代　　　30代　　　4(汁ヒ　　　50代　　　60代　　70代一　　不明
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③　特別相談

ア　法律相談:女性弁護士による法律問題に関する面接相談

毎月第2木曜日　午後6時から午後8時

第4金曜日　午後2時から4時

軒1-＼透 釘�…5 電���)?｣��偬��ll ��"�…12!3 劍ﾘxﾇb�３��

夫婦(階等) 唸��"�迭�｢4 仍���十J �;3 釘�再 �2�;3 �#C��■64.0 

相続.扶養 鳴�｢���� ��㌢1 �"� ���3 ���l 佑��B���

借地借家 ��r l ��｢� �� ��1 �� �� ���1.6 

消費者等 �� ��1 �� ��】 ≦ �� 巴�1 【 ��∃ ≡ 

相隣関係 �� ��i �� � �� �� �� 

刑事事件 ��｢������ ��� �� ��｢� �� ���1.6 

その他 ���l l ���1 �3ｲ� �� 糞"�1 �"�1 ��"�18.8 

合計 迭�2 途�5 唐�4 擢��4 都#や�����Ll 田B�100.0 

イ　からだの相談:女性産婦人科医師による医療的見地からの助言が必要なものにつ

いての面接相談　毎月第4土曜日　午後2時から午後4時

粛＼1--｣ま 釘�5!6 �:TlH 剌¥川 冤l ��"�1 ����3 俘xﾇb�(%) 

婦人科の病気 �� �"�2F2 �1 ��1 �� 謄��】 F 湯�32.1 

月経 ��2 ��� 鳴�2 ���1 ��� ���l 湯�32.1 

更年期 �� � 鳴� �� �2 鳴� �"�7.2 

妊娠 �� � �� ���ll 姪��i1 �� 釘�14.3 

セックス �� 鳴�】 鳴� 鳴� ��【 鳴� �� 

からだ一般 ��】 鳴�ﾂ� ��1 �� �"�1 �� 淵B�14.3 

その他 �� �� �� ��1 i � �� �� 

合計 ���2H �2 �"�4 �"�l3F4 凵�4 ��"�≡0 �#��】100.0 
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音期間を限定した特別相談

ア　女性のための震災後のこころの相談

pTSD (心的外傷後ストレス症候群)の専門技術を修得した民間のフェミニス

トカウンセラーによる面接相談

期　間:平成7年5月6日から平成8年3月31日まで

毎週土曜日　　　　　　午後6時～8時

第2 ･ 4月曜日　　　午前10時30分～午後0時30分

相談員: ｢こころのケア･プロジェクト｣ボランティアスタッフ

イ　男の悩みホットライン～男性のための電話相談～

専用電話を使った､男性カウンセラーによる相談

期　間=平成7年9月21日(木) 22日(金) 10月5日(木) 6日(金)

午後6時から9時

相談件数: 36件

り　女性のための年金相談とコンピューターによる生活設計診断

女性の社会保険労務士による面接及び電話相談と大阪府貯蓄推進員による生活設

計診断

期　　間:平成8年2月24日(土)から26日(月)

相談件数:面接相談　37件　電話相談　40件　生活設計診断　9件

⑤　相談員会議

平成7年4月から平成8年3月まで､ 8月を除く毎月(偶数月は第3木曜日､奇

数月は第1火曜日)の午前に計1 1回､相談事業の進め方についての調整や社会資

源台帳(相談関連機関情報)の整備等について検討を行うとともに､毎回1例づっ
｢事例検討｣を行い､相談員の研鋸を図った｡

(2)サポートグループ

同様の悩みをもつ女性のグループを結成し､ファシリチーター中心に自分の悩みを

語り合い相互に支援を行うことにより悩みの解決を図った｡

定員･ 15名

日程 劍���B�7一一マ 刄tアシリテ一夕- 伜����)�B�

4/18～7′/ll �騅ｨﾍ�� ��"�人間関係のにが手な私 剴燗｡みちよ(トンセンターカウンセラー) ��"�

4′/′20～7/28 湊m��ﾂ�l ��"�子ども弼登校になって 剿{多利子(トンセンターカウンセラー) 途�

4/′′20～7/20 冦益ｨﾍ�2���"�大人どうしの親子関係 冓宮本由起代(トンセントカウンセラー) ��"�

9/9～1/13 �7况ｨﾍ��l] ��"�更咽をさわやかに 刮Oみどり(トンセンタ一㍍ンセラ-) 湯�

9/1卜12/18 冽�&b� �6s�"�`子どもがきらいかわいくないlと思う時 剴n辺ひろみ(フェミニストかランセリン畑スタッフ) 湯�

9/12～11/28 �9vｩn亊B�亶ﾃ�"�人間断のにが手硯 冲宮本由起代(トンセンタ1けンセラ-) 免ﾂ�

1/1卜3/14 冦益ｩn亊B���ﾂ� �.ﾘ,8+86�.�+�,h/�l�*B��*�N��鳩みちよ(トンセンタ一郎ンセラー) 湯�

1/′12-3/29 棉I�囲b� ��*"�i 弓 �*ｨｬX.�,ﾉKX,ﾉ¥ﾂ餮h,ﾉ�R�珊みどり(トンセンターがンセラー) 湯�

1/13～3/16 �7况ｨﾍ��l【 ��?｢�子育て､自嫡て､夫育て? 剿{多利子(トンセントカウンセラー) ��"�

1/13-3/23闇午後 剴���i身近な人.凱い人を亡くして- 刪ﾀ達和美(神戸市立謂短斯大学講師) 唐�
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(3)講座の開催

①　女性(わたし)のためのカウンセリング講座の開催

女性が自己実現していくために必要な視点を､カウンセリングの手法を用いて紹

介し､自立と女性問題解決に資した｡

定員: 60人　受講者数: 79人　　時間:午後2時から午後4時

月/日 鳴�稗ﾘ7ﾒ����講師 

1 湯�#宙ｾ���【現代社会の中の女性.男性 册�68ﾔH�2�6x985ｨ985闔ｩLｩ%2�

～女性の悩み.問題の背景を考える～ �9h5"ﾘ6h486x6r��

2 ����粟���"らしさ"からの自律と自立 亶ｹgｹu(ｴ��2�6x985ｨ985��ｸ4ｨ4X92�

～``女らしさ''と自立のはぎまで～ �5ｨ8��ｲ��

3 �����2粟���女らしさの心理的代償 儉���n���Xﾞ9Wｹ(h匣��,x-�.ｸ5｢�

～不安.うつ.自責感の臨床的考察～ �985籀皦ｫ"鞐X怦�2��

4 ����#�粟���医療の中の女性 ��~韈�萎9>ﾉ(h匯V���_��ﾈ怦�2�

～自分のからだを管理するために～ �+r��

5 ����#r粟���結婚.離婚.家族～絹士のみた雄の悩みと槻～ 亶(����淫俶ﾒ��

6 免ﾂ�"盈ｒ�女性の一生とセクシュアリティー ��9�ｨ*ﾘ,�+�椅(ﾊ8ｧxｻ8���

7 免ﾂ�盈ｒ�女性とクライシス(危機) �ﾙnﾉ�9�9Oﾂ�7H4h7�6ｨ5�6x4ｨ4X985｢�

～震災が明らかにした女性問題～ 調ｲ�

8 免ﾂ��r粟���｢自分のための｣カウンセリング講座を体験して ��8985ｨ8ｸ4�Xﾜ��9{��b�

9 ��"��粟���セクシユ7ル.ハラスルトの実際と対応～衝く雄のための処硝～ 冦ﾘ�2淫�7鋳�

1日 ��"�粟���母と娘......女性どうしの粁/束縛? 傴ﾉ8xｻ�����Xﾞ8�9zy�Xｧy_�ﾗX蹌��

ll ����"��R粟����｢��｢�"自分''を育てるカウンセリング 冏ｹ�ﾙy育��6x985ｨ985��ｸ4ｨ4X985｢�ｲ��

12 ��"�#"粟���人生の半ばからを素敵に生きる �'H-ﾘ,x.ｈ6��ｸ985ｨ985��ｸ��92�5ｨ8��ｲ��

13 ����"粟���人間関係の中での自己表現 亶ｹgｹu(ｴ��2�6x985ｨ985��ｸ4ｨ4X92�

～自律と自立の第一歩～ �5ｨ8��ｲ��

H ����宙ｾ���自分を大切にする生き方とは �>�:�-ﾘ+�.b�6x985ｨ985闔ｩ�92�

～自律と自立のもう第一歩～ �5ｨ8��ｲ��

15 ���#b粟���フリートーク 册�68ﾔHﾆ"�6x985ｨ986y<ﾉ%2�9h5(�ｸ6h4(6ﾈ�ｸ5��ｲ�����
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恩　女性のための自己表現セミナー(女性のための人間関係講座)の開催

自分の意見をうまく表現したり､人前で話すのか苦手であるなどの女性が､自分

の能力を把握し､活かしていくための自己表現や人間関係のあり方等を紹介した｡

こ前期〕　定員. 50人　受講者数: 42人　　受講料: 3,500円

時間:午後6時30分から午後8時30分

月/日 度爾ﾘ7ﾒ�講師 

1 迭��b�竰�対人コミュニケーションと｢女らしさ｣ 册�68ﾔH�2�6x985ｨ986yxｨﾆ�9h5"ﾘ6��486x6r��ｷｹgｹu)N｢�6x985ｨ985籀*�7H985ｨ8��ｲ��KX-ﾘ+�.b�6x985ｨ985��ｸ*�7H985ｨ8辻��

25/23(lj 剔ﾎ人コミュニケーションの成り立ち 

3 迭�3��竰�i ト亡､の基本的人権 】 

4 ��b��竰�ﾂ�さわやかな自己主張とは-...実習.3) 

5 俣b��2�竰�′′実習② 

6 澱�#��竰�′′(ロールプレイ)-実習③ 

7 謄b�#r�竰�ﾂ�自己主張.自己表現の必要なとき 

〔後期〕　定員･ 50人　受講者数: 42人　　受講料: 4,000円

時間:午後6時30分から午後8時30分

月/日 度爾ﾘ7ﾒ�講師 

1 ����宙ｾ���自己表現とは... ～対人コミュニケーションの成り立ち～ ��ｩ68ﾔH�2�6x985ｨ985��ｹ,�%99h5(�ｸ6b�4(6ﾈ�ｸ6r��ｷｹgｹu(ｴ��2�6x985ｨ985��ｸ��985ｨ8��ｲ��>�:�-ﾘ+�.b�6x985ｨ985闔ｩ�985ｨ8辻��

2 ���#b粟���コミュニケ-シヨンにみる``女らしさ''の配した 

3 �"�"緯r��心の基本的人権 ～自己表現とセルフ.リスペクト～ 

4 �"�粟���さわやかな自己表現とは-...① ～自己表現のための考え方と表現のコツ 

〇 �"�#2緯r��ﾂ�さわやかな自己表現とは--② ～自己表現のシュミレーション～ 

tl �2��粟���自己表現の実例に学ぶ 】ロール.プレイ実習① 】 

7 �2�粟���】 書自己表現の実例に学ぶ 

ロール.プレイ実習② 

8 �2��R粟���韭侘蔚ﾈﾋｲ韭侘稲Y*8,ﾉTｹwh,�,h*ｲ�
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(4)女性関係相談機関ネットワーク会議の開催

府内の女性関連施設の相談事業部門との連携を密にし､有機的な相談が実施できる

休制づくりを図るため､関係相談機関の連絡調整会議を行ったo

日時 �>�vR�参加機関 

準備 兌ﾙ�ﾃ吋�(ﾈ繪?｢盈ｒ�第1回会議開催に向けての �.帝Wｹ>��9*ﾉ�ｨ,ﾂ�

会議 佻�｣��鳧��ﾍ�3�鰾�思見父換等 偃Ywh��ｸｭi���ｩ&ｲ�亢�ｭb�

第 兌ﾙ�ﾃ吋�8ﾈ��)?｢盈ｒ�l 研修｢夫からの暴力等に悩む 鳴�ﾃ#8ｴ�ｭbイI�ﾂ��

1 ��ｸﾍ���鱚3�Zｨ����鱚CYZ｢�女性への援助とネvJトワ-キング｣ 儻ｸｭhﾅs��

回i r 剄u師:段林和江弁護士 倡9*ﾉ�ｨｭhﾅs�2�

情報交換等 �+ｸ,ﾉ�ﾃ��

3　啓発学習事業

男性を含めた府民の関心を喚起し､女性問題解決のための啓発活動を行うとともに

自主的な学習活動を支援した｡

し1)女性問題啓発講座の開催

女性問題に対する正しい理解と認識を深めるための各種講座を開催した｡

e　ボランティアと地域社会一阪神大震災から4か月-

これから必要になる長期的な､被災者と｢共存｣するボランティア活動を考える講座

定員: 70人　　受講者数: 87人　　午後2時から午後4時

月/日 度耳蒔R�7ﾒ�講師 

1 迭��R以竰�被災地からの提案 �(Hﾊyzx艀5ｨ985��ｺ)G8ｺI�h,ﾈ-ﾈ+�,8*ﾘ.��
-復興の街づくりに女性の視点を- 舒ﾉe�檠y�効醜�葈����hｨ蔚ﾙ�彙��

中順子(建葦家) 

215/23(火) 剞ｶ活の場からつくる情報ネットワーク �6��ｸ985ｨ985闔ｩGｹ��9h5"ﾘ6h486ﾈ自uｲﾒ�>冽(���(*(,ﾈ+�,i��4傲�5ｨ985闔ｨｶ�nﾉyﾘﾆ"�ｿHﾎｪ%t�薀TJ9Jﾘﾗ9�ﾉ�XｻH�����

3 迭�3��竰�心のサポート-PTSD(心的外傷 �6x985ｨ985���ﾉ%99h5"ﾘ6h486ﾈ,2ﾒ�

ストレス症候群)を考える- 册�68ﾔH�2�

LI 澱��竰�ボランティアネットワークづくりに ついて-被災地でボランティアをして- 兔鞐5舶d4�ｫ(駟gﾉ�B�52�

5 魅b��2�竰���被災者とともに喜宝斬五経センタ堀井口容子 
-長期的なボランティアを考える-; ���?�985ｨ985闔ｨ駟>�9h5"ﾘ6h486ﾈ8ｨ�ｲ�

田上時子 
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②　文学の中の女性を考える一作品に新しい光をあてて-

文学を通じて女性問題を考える講座

定員: 70人　　受講者数: 95人　　　午後2時から午後4時

【月/日∃--マ 剿��ﾈﾗX蹌�ﾂ�

1 澱�#��竰�世界文学から-黒人女性作家の作品 �)��ｸ�ｧx���Xｧr�

に見る女性像- 迄ｻ8�Yy�9gｹ=X���

2 澱�3�粟���児童文学から 冢�8y�Xｧy�ﾘﾘx怦ｧyYB�
-新しい女性像､男性像-i助教授吉田純子 

③ ' 95北京会議に向けて

国際婦人年から20年を振り返り､北京会議に向けて私たちはとう考え､どう準備

してゆけばよいのか考える講座

定員: 70人　　受講者数: 138人　　火曜日　午後2時から午後4時

月/日 稗ﾘ7ﾒ�講師 

1 姪r��竰�ﾂ�ﾂ�)キシコ.コペンハ-ゲン.ナイロmGOフォーラムに �*�+(.r�

参加して 俤i:��y�2�

2 途�ﾂ�竰�世界女性会議の成り立ち､構造と目 痴添fｸｹ��(､X��ｸ檍�9�ﾈ6ﾈ6(6x8�6��

的､政府間会議とNGOフォーラム ���騏H�����

3 途��ｈ懌��ﾂ�北京会議-の道 �*ﾈｹ�79����Xｧxｻ8��
-私たちは何をするのか �:�釖�H���

④　-やりたいことは､ ｢カタチにしよう!｣ - ｢企画プランナー｣体験講座

プラントに必要な条件から､具体的なプランニング･実践までのヒントと)ウ･ハウを学ぶ講座

定員: 30人　　受講者数: 38人　　　火曜日　午前10時から午後0時

月/日 l 白�Bﾘ7ﾓ�ﾗX蹌��｢�

1 湯��"�竰�企画の目的と調(あ批鯛を､誰のためにやるのかo成功のコツは �5(78�ｸ8�485��ｲ�

あるのか) �:�m碓ﾉ=韈��

2 湯��宙懌��グループにお舶人間関係(これが肝心oここをクリ了できればもう悩 �6x985ｨ985��ｸ4ｨ4X985ｨ8��ｲ�

まない) 亶ｹgｹu(ｴ��2�

3 湯�#b�竰�チームによるグループワ-柁(あ枕の意志は尉)るかつチームプラ �5(78�ｸ8�485��ｲ�
i 己ン二ング) 】 緬:�m碓ﾉ=韈��

4 鳴����s2u穩�ﾂ�トムによるデル-プワ-ク怠.(あ比の考えを発表するo説得とプレ �7h8�986��ｲ�

ゼンの実際) 倅�Hﾔ阮��

5 �����r�竰�鞘.広報.実施のまとめ(プラントは凱やかoだからこそおも �5(78�ｸ8�485��ｲ�

しろい) 悠:�m碓ﾉ=韈��
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⑤　男女協働子育てシリーズ｢3歳児神話を検証する｣ ～子育ては女の天職か～

3歳児神話について､ ｢女性と男性がともに子育てに参加する｣をキーワードに

考えてゆく講座

定員:50人　受講者数:73人　　午前10時から午後0時

l 月/日 度爾ﾘ7ﾒ�講師 

1 免ﾂ�3�盈ｘｹ�8ﾜ韜�-ﾈ,X,ﾙ^ｨ,ﾈ訷,Z8,ﾙgｹ9h*��6����Xﾞ8�9zy�Xｧx�ｻ8��ｮ);�Oﾉ'����

2 ���"�盈ｒ�日本的母子関係の問題 �6x985ｨ986xﾚｩ%99h5"ﾘ6h486x5簫��ﾈｮﾉ68ﾔH�2�

3 仍��"��"�竰�ﾂ�ﾂ�子どもの心の発達と家庭.集団 ��Xﾞ9i���]ｹ&hｫ倡引ｩ+r�
-大阪レポ-卜にみる子どもの新一 侏I69�9[b�

4 姪�"��R粟���閉ざされた母と子の世界 ⊇ �+���5ﾙgｸ��檍馼ｼi�XｧxﾗX蹌�i�ﾉz�4��

5 偵�"��宙懌��ﾂ�新しいこども観をめざして �6x985ｨ985��ｸ馼ｼi%99h5"ﾘ6h486x5簫�TVﾈ�8鳧���

⑥　ポスト北京の課題一北京会議を終えて今後何をするべきか-

北京会議を終えて今後我々は何をするべきか､をNGOフォーラム北京' 95参加

者等とともに考えてゆく講座

定員: 70人　　受講者数: 54人

午後2時から午後4時(2月2 6日のみ午前1 0時から午後0時)

月/日 途ﾒﾘ7ﾒ�講師 

l lj1/26(金) 剔�4回世界女性会議行動綱領を 湊Y�ﾌ��ﾈ����Xｧxｻ8��

】 �<x-ﾘ��*ﾒ�∃小松満貴子 

2 �"��竰�NGOフォーラム北京'95から 俐Bﾘ985ｨ985��ｸ馼ｼi%99h5(�ｸ6h4(6ﾈ�ｸ5��ｲ�
｢女性とメディア｣ �68�8鳧���

3 鳴�ｳ"�#�����NGOフォーラム北京'95から 仍�78蝌ｼi�Xｧxｻ8��
｢女性と暴力｣ �6饐9�����

4 �"�#b以竰�まとめ 俚(棹ﾊyzx��ｸ5ｨ985闔ｩ5ﾙ+r�
-今後のネットワ-クづくりに向けて- ��ｩ�HｻIdﾘ���

⑦　歴史にみる女性像

女性史を通じて女性問題を考えていく講座

定員: 70人　　受講者数: 93人　　午後2時から午後4時

月/日 滅Bﾘ7ﾒ�講師 

1 �"�#r�竰�女性と漢詩 ����ｸｧx���Xｧxｻ8��Rﾘ､9&ﾘｶ��

2 �2��宙懌��江戸時代の女と男-結婚.離婚- ���ｹ�Xｧx�ｻ8���ﾘﾚｨ-�.ｸ-ﾒ�
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⑧　男性セミナー　ーいまどきの"いい男"一

男女協働社会実現に向けての職場や家庭などでの新しい男女のパートナーシップ

を考える講座｡調理実習なども実施

定員:30人<男性>　受講者数: 43人　午後6時30分から午後8時30分

月/日 �7H耳耳7ﾒ�l 講師 

1 �2��竰�男の悩み相談から見えた男性問題 �8ｸ��99uｲﾘ��YI$)Tb�

2 �2��"�竰�男らしさの終蔦 �%ｹu���~9�y(i�ｩ�2�

3 �2��宙懌��iいい関係をつくる住まいとは �ｸ7｢ﾘ8�x49�9Uﾈﾞﾘ鑄���

.1 �2�#R以譎&ｨ,ﾈ.x*ﾘ.x*ﾘ4�6(4ﾈ984��迄*ｸ,(+�/�4x5(8ﾘ5x5�6xﾟ);冖��ﾂ�

(2) ｢ウィメンズフォーラム｣の開催

ドーンフェスティバルに別掲

4　女性の能力開発に関する事業

女性の社会参加･参画を促進するため､女性の能力の開発･育成に必要な講座等の

開催や支援事業を行った｡

川　社会参加をめざす女性のための自己開発講座

社会参加をめさす女性が自己を見つめ､社会との関連で自分に対する理解を深める

とともに､女性の多様な社会参加の実態にふれ､社会に対し働きかける力を養うなと､

社会参加に必要な基礎的能力を向上させるための講座を開催した｡

定員: 36人　　　受講者数: 35人　　　午前10時から午後0時

月/日; 菱7ﾒ�講師 

1 迭��貳�R盈ｒ���l女性の自己実現と社会参加 冦�ｩk餔ﾂ�5x88�ｸ6�8ｨ5�6r��

2 姪���ﾂ��ﾃ宙ﾈ竰�偏細る.白熊伝える卜目で駅わかる心の動ト 舒ﾉ[ﾘ鉙-ﾘ,x.ｈ6x985ｨ985籐|ﾘ4X985ｨ8辻��

3 �����2粟���社会と家族の中の私～雄のライフサイクルと心の腿～ 冏ｹ�ﾙy育��6x985ｨ985��ｸ��985ｨ8��ｲ��

4 �����b以竰�的を知る.細を伝えるⅠ～日加)考え方.鵬軌ま?～ ��ﾈﾋIu(ｴﾈ���一倅Yf育�5ｨ985��ｹ�9Uﾂ��

5 免��ﾈ�ﾂ��忠mｒ�自分を知る.相を伝えるⅢ～私の行動パ夕-ンは?～ 

6 ���6ﾘ�ﾃ#2以竰�肘を社会に帥てどう立て直すか 俘)oi*y�2�6x985ｨ985��ｸﾚｨ馼ｼh5�5�6(7B��

∫ 售����ﾃ#b盈ｒ�≡家制度のしがらみを越えて �(i�ｨ�"�8�985�8ｨ7XﾊHｸh橙��

8 ����3�てb��!社会参加のための家族の自立 亶ｹgｹu(ｴ��2�6x985ｨ985��ｸ4ｨ4X985ｨ8��ｲ��

9 ��8ﾈ�ﾃ"盈ｒ�情報の活用法Ⅰ 乖ｹ?&ｧ')vﾘ���6x985ｨ985籀����9h5"ﾘ6h486ﾈ自uｲﾒ��

1い 免ﾂ��ﾈ�ﾃ忠mｒ�情報の活用法Ⅱ ��

ll 免ﾂ��ﾈ�ﾃ�2以竰�組織づくりとリーダーシップ �(i�ｨ����8ﾈ*�&闔h�*�x*(6ﾈ6(6x8��ｸ4��8�8饕��

12】11′/16(木) 剌乱ｫの仕事づくり 伜)69dh���4�6x8ｨ4tb��
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月/日 度耳7ﾒ�講師 

13 ����ﾂ��ﾃ#�以竰���再び社会へ～私の場合～ 1 兀�69th���4�8ｸ5�4�7H4(5��9Uﾂ���9nﾉOﾉ�8��因�X��LﾉHI�9�仂ik���

i 14日1/27(月)萱自分の職業適性を知る l■ 劔�ﾉ5兩ﾈ��囲冽��9�倬hｼi&9�Xﾞ8ﾍ��w��9��5ｨ985��ｹ�Xｼh4ｨ4X985ｨ8��ｲ��

15 免ﾂ�3����次の私のステップは? 俘)oi8ﾙ�2�6x985ｨ985��ｸﾚｨ馼ｼh5�5�6(7B��

川 姪�(�ﾂ�鮎r��再就駁めざす雑に求められているもの ��Xｾ�ﾘ�U8ﾘr��Xﾞ5付4�ｫ(饕��

17 �*#"�盈ｒ�女性が働き続けるために 琶,9�ｩk韈��6��ｸ985ｨ985��ｸｭ�+r��

け ��"�ﾂ以竰�l女性に役立つ法律知識 ��ﾈﾞ疫H��云佩ﾈ贅��

19 ��"��B盈ｒ�1 ∃アサ-ティ了に自舶蛸するために(デパート) ��ﾈｮﾉ68ﾔH�2�6x985ｨ985��ｹ,�%99h5(�ｸ6h4(6ﾈ�ｸ5簫��

20 ��"��ｈﾈ笏h-ﾈ,h-���68�8鳧���6x985ｨ985��ｸ馼ｼi%99h5(�ｸ6h4(6ﾈ�ｸ6r��

※　講師と受講生との橋渡し役として､高柳桃代(ドーンセンター相談事業スタッフ)
がコーディネーターを務めた｡

(2)ニューワーク創業支援事業

女性の経済活動における社会的不平等の是正と女性の新しい働き方の創造を目的とし
て､ ｢起業｣という手段で社会的に意義の高い仕事を自ら創りだし､自立と自己実現を

図る新しい働き方を行おうとする女性に対して､創業のための各種支援を行った｡

①　女性のためのニューワーク創業支援講座

会社の作り方や会計等起業に必要な基礎的な知識･技術を効果的に学ぶ講座を開催
した｡

定員: 4 0人　　　　受講料:30,000円

<6月期>　　　受講者数: 39人

月日 鳴�H7ﾒ�F講師 

1 塗6ﾒ�2�オリエンテーション 埠t"�5x887�98駟k�ｼxﾛ):�ﾔ韆��

+i 假8ﾗX�(齪ﾌ���樓Hｴ霈h彿7�6�4h6(4��
女性起業家の果たす役割とその広がり 埠t"�5rｸ7�99�9Uﾈ*�+�+�.H*ｸ+��

事業組織と会社の作り方 埠t"�5vd�7ﾘ99Tｨｼxﾛ):�ﾔ韆��

成功へのオ-プニングカレンダー 埠t"�5x.�,H99�9Uﾈ*�+�+�.H*ｸ+��

2 澱��女性起業家成功事例(1) ��(8ﾈ4ﾘ自�9�ｩ�ｩ8ｩW9Fｨ蓼釐���
･｣ 】 倬hｼhﾇh柯,hﾆ�9�ﾙzｨ,�,(*(,B����市民バン婚輪片岡晃 

事業計画と経営戦略について(2) 倡9j�6�98ﾚX貉]�圷ﾕr�

3 ��｣h�ﾈ�ﾃ�r�コンピューターを使った会計.商品管理 埠t"�5vd�,H98駟k�ｼxﾛ):�ﾔ韆��
;(i) ; �7(5x6ﾈ5�5��ｸ8�*ﾓx6�7�6ｨ5�6x8ﾈ�ｸ5h8x93��市民バン婚約佐藤恵久雄 

ビジネスゲームの発表と講評 倡9j�6�984顰仂xﾛ):�ﾆ(ｷiu��

4 鳴�b����女性起業家成功事例(2) 儘影ｸ*�.x,(-ｨ皦ﾜ�inﾈ����

(日) ��b��俶Io8,�,(*(,B�市民バンク事嗣片岡晃 

会計(2)損益計算書､貸借対照表の読み方 ��ｨ6�984阡i��]�圷ﾕr�

5 度�ﾂ���損益分岐点分析 埠t"�5x887�98�(ｼxﾛ):�ﾔ韆��

(i) 倬�ｾ�+)$(,�,(*(,B�WWB/ジャパン事鵜佐藤康司 

不動産契約の実務と注意 �=�8�487I�9�)/yo�m依I���2�
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月日 菱7ﾒ�講師 

6 仍��"�ビジネスと自分探しのマーケテイング �ｸ7H8ﾘ�ｸ8��9Uﾈ靖/yo����)~h���

(日) �4��ｸ7h6ｨ984�4ｨ8ﾈ985��ｸ,ﾉJﾙUﾈ,hﾗYUﾒ�wB/ジヤル事務局佐藤康司 
ニューワークの可能性と21世紀の社会づくり �ｨ7h8ﾈ5り4��ｸ8ｸ5��ｸ6�6X4(7Y�9Uﾈ靖�r�

修了式 兢�圷��
交流サロン 

<9月期>　　　受講者数: 42人

L月日 �7一マ 俎X蹌�

i 1 i 湯�"�オリエンテーション 埠t"�5x8D�,H98駟��):�ﾔ韆��

(土) 假8ﾗX�(齪ﾌ���樓Hｴ霈h徂ﾆ86�4h6(4��
女性起業家の果たす役割とその広がり 埠t"�5x8D�7ﾘ98ﾚh*�+�+�.H*ｸ+��

事業組織と会社の作り方 埠t"�5x887�98�-ﾘﾛ):�ﾔ韆��
成功-のオープニングカレンダー 付"�5y�ﾈ98ﾅ�*�+�+�.H*ｸ+��

∴ 湯�2�女性起業家成功事例(1) 豫�8ﾈ4ﾘ自�9jｩ�ｩ8ｩW9Fｨ蓼釐���

十十 倬hｼhﾇh柯,hﾆ�9�ﾙzｨ,�,(*(,B����市民バンク事輪片岡晃 

事業計画と経営戦略について(2) 倡9j�7�98ﾚYi饐�圷ﾕr�

3 湯��b�会計(1)仕訳について 倡9j�6�984韜hﾞhｼy]�圷ﾕr�

(土) ��b�"���hﾇh螽��I�ﾘ妺�顰iUﾈ,ﾉ<x-ﾙ_ｲ�市民バンク事舶片岡晃 

資金調達について 付"�5x8H8ｸ馼曲ﾛ):�ﾔ韆��

4 祷�ﾈ�ﾃ�r�損益分岐点分析 付"�5x8I�8馼ｩ�):�ﾔ韆��

(日) 傚y�ｸｴ霈h彿�ﾈﾏx駟~��"��那.ライフ代表制絶木原和代 

不動産契約の実務と注意 �､R�8�487I�9Uﾈ靖�ym依I���2�

5 ��､･R�ビジネスゲームく経営管理> 埠t"�5x887�98ｴy��):�ﾔ韆��

(+ ��ｨ7(5x6ﾈ5�5��ｸ8�,ﾉJﾙUﾈ,hﾗYUﾒ�WWB/ジャパン事雛佐藤康司 
ビジネスと自分探しのマーケテイング 亶(7H8ﾘ�ｸ8��9Uﾈ竧訷沙�因I~h���

6 ������コンピューターのビジネス有効活用 埠t"�5x887�99�ﾈｼxﾛ):�ﾔ韆��

;+ �4��ｸ7h6ｨ984�4ｨ8ﾈ985��ｸ,ﾉJﾙUﾈ,hﾗYUﾒ�WWB/ジャパン事務局佐藤康司 
ニューワークの可能性と21世紀の社会づくり �ｨ7h8ﾈ5り7H6x8ｸ5��ｸ6�6X4(7hﾚh靖/yo��

修了式 兢�圷��
交流サロン 

<2月期>　　　受講者数: 44人

月日苧 途ﾘ7ﾒ�講師 

1 �"�2�オリエンテーション 埠t"�5vd�,X98馼貂ﾛ):�ﾔ韆��

(土) 假8ﾗX�(齪ﾌ���樓Hｴ霈h徂ﾆ86�4h6(4��

女性起業家の果たす役割とその広がり 埠t"�5x887�99�9Uﾈ*�+�+�.H*ｸ+��
.事業組織と会社の作り方 埠t"�5x887�98馼��ﾛ):�ﾔ韆��-成功へのオープニングカレンダー �ﾄ"�5x887�99�9Uﾈ*�+�+�.H*ｸ+��

2 �"糲�ﾃB�女性起業家成功事例(1) �ｨ8ﾈ4ﾘ自�9�ｨ竧�9W9Fｨ蓼釐���

jj 倬hｼhﾇh柯,hﾆ�9�ﾙzｨ,�,(*(,B����市民バンク事鞘片岡晃 
事業計画と経営戦略について(2) 倡9j�6�98ﾚYk�ｼy]�圷ﾕr�

3 ��"粐��ﾃ�r�弓女性起業家成功事例(2)(ニューワーク創業 �ｹ��>ﾈｵI�9UﾉGio�ｹｸ�*�*"�

(土) 倡�xﾗXﾜ��9{��h,ﾉ�ﾈﾋ�*�.r��槻築とまち研究所戸谷秀子 
ビジネスゲームく経営管理> 埠t"�5x887�98駟*俚):�ﾔ韆��
ビジネスゲームの発表と講評 刧YWB/ジャパン事雛佐藤康司 
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l ∃月日 儺マ 俎X蹌�

4二2/18庵十(1)仕訳について 劍�9j�6�98ﾚY�y]�圷ﾕr�

(日) 剋ﾀ会計(2)損益計算書､貸借対照表の読み方 倡9j�6�98ﾚYk�-ﾙ]�圷ﾕr�

≦損益分岐点分析 埠t"�5x8H8ｸ馼貂ﾛ):�ﾔ韆��

5 �2�"�コンピューターを使った会計.商品管理 埠t"�5x887�98�(ｼxﾛ):�ﾔ韆��

(i) 傚y�ｸｴ霈h彿�ﾈﾏx駟~��2��舵.ライフ代表取細木原和代 

不動産契約の実務と注意 �=�8�487I�9Uﾈ靖z9m依I���2�

6 調��オープニングカレンダーの発表と講評 亶ﾅt"�5x887�98馼�(ﾛ):�ﾔ韆��

(El) 倬�ｾ�+)$(,�,(*(,B�MWB/'ジャパン事粥佐藤康司 

二ユ-ワ-クの可能性と21世幕己の社会づくり ��X7h8ﾈ5り6x8ｸ5籀6�6�487Y�9Uﾈ竧��ﾆ��

.修了式 兢�圷��
:交流サロン 

笠･ニューワーク事業相談

事業計画の作り方を始め､融資申込のための手続きなと､開業までの手順に沿

った起業に関する相談を実施した｡

･日　　程: 5月19日(金)､20日(i)　7月21日(金)､22日(土)　8月18日(金)､19日(土)

10月13日(金)､14日(i) 12月1日(金)､2日(土)､15日(金)､16日(土)

1月26日(金)､27日(土)　3月8日(金)､9日(土)

･相談者数: 56人

･担　　当:WWB/ジャパン事務局スタッフ

5　調　査研究事業

〇　一大阪の女たち｣歴史的資料の発掘･収集

大阪で､文化､労働､福祉など各界において先駆的な活躍をしてきた女性たちの生の

声を､聞き書き及びビデオ撮影の方法により残すことによって､男性中心に語られてき

た歴史を女性の視点から検証することを目的に､ ｢大阪の女たち｣資料収集事業を実施

した｡

(1) ｢大阪の女たち｣資料収集検討委員会の設置･運営
･委　員:井上理津子(フリーライター)

木村涼子(大阪女子大学学芸学部助教授)

下之坊修子(ビデオ工房AKAME)

津村明子((財)大阪府男女協働社会づくり財団専務理事､トンセンター至官長)

林　千草(譲責新聞記者)
･第1回会議:平成8年1月29日(月)　午前10時～12時

座長及び副座長の選任について
｢大阪の女たち｣資料収集基本方針について

･第2回会議:平成8年2月29日(木)　午後2時～4時

｢大阪の女たち｣資料収集対象者の人選について

(2)聞き書き及びビデオ撮影

検討委員会で選定された5人について､聞き書き及びビデオ撮影を実施した0
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6　女性のネットワークづくり事業

女性の団体､グループ等に活動の拠点となる場と機会を提供し､活動経験やノウハ

ウ等の情報の蓄積､提供を行い､交流の活発化を図った｡

(1) ｢女性のためのアフターファイブ交流サロン｣

働く女性が､視野を広げ､仕事や生き方のステップアップを図り､情報交換､異業

種交流等のネットワークをつくる場を提供した｡

午後6時30分から午後8時30分　参加費:2,500円

l l l 佇糴?ｦﾂ�ゲスト等≧定員 】 剋Q加者数 

･l l 釘�#R�竰�ゲスト高村薫(作家) コーディネーター津村明子(トンセンター館長) 鼎��70 

l 2t l l l 澱�#r�笘,倅�?�5襌W凩ｸ8ｨ�ｸ･yj�m��Z2�ﾂ�6x985ｨ985��ｸ馼ｼi%99h5"ﾘ6h486ﾊ:2��鼎��82 

3 ��貳�#r粟���ゲスト上野千鶴子 (東京大学文学碑授) 塔����87 

4 ��｣�"��R粟���繒���⊆ゲスト杉山泰子(シけ/ン歌手) コーディネータ-川喜田好恵 (トンセンタ一般担当コ-デイネ-ダー) 佑���ﾂ�62 

5 亦��ｳ"��b粟���ゲスト杉野諒(装丁家) コ-デイトタ-尼川洋子 (LL～-ンセン9-1硝担当コ-デイネ一夕-) i 亦����l 56 

(2)ジャンプ活動報告交流会

大阪府ジャンプ活動助成事業の成果を広く府民に還元するとともに､各グループの

交流を促進するため､助成を受けたゲル-プによる活動報告､情報交換の場を提供したo

日　時:平成8年3月29日(金)　午後2時から午後5時

参加費. 500円

内　容:ジャンプ活動助成を受けたグループによる活動報告､資料展示及び交流

参加グループ: 11グループ

7　表現交流事業

女性による文化､表現活動を支援するとともに､女性に対する固定的なイメージや

社会意識の変革をめざし､女性に関する文化､表現活動を支援した0

仙　女性映像フェスティバルの開催

ドーンフェスティバルに別掲
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(2)女性のためのビデオ講座の開催

①　初級編二初心者を対象にしたカメラ撮影から編集までの講座を開催した｡

定員: 20名　　受講者数: 20名　　受講料.4,000円

木曜日　午前10時～午後0時

月日 ��)｢ﾘ7ﾒ�F講師 

1 迭��ｉmｒ�l iオリエンテ-シヨン �68�8鳧����6x985ｨ985��ｸ馼ｼi%99h5(�ｸ6h4(6ﾈ�ｸ5��ｲ��岔Eieh�8����6x985ｨ986x7(6h���4�7�8ﾂﾘ4��ｲ��

2 迭�#R盈ｒ�企画.構成.シナリオ 

3 澱�盈ｒ�;カメラワーク.ライティング 

4 謄b��R盈ｒ�撮影 

5 澱�#"盈ｒ�編集 

6 澱�#忠mｒ�

7 途�盈ｒ�

8 途��2盈ｖｩJﾙUﾈ橙餒�Uﾘ橙�

忍　中級編:ある程度ビデオ機器の取り扱いの出来る中級者を対象にしたげオ制作講座

定員: 20名　　受講者数: 21名　　受講料･4,000円

木曜日　午後6時30分から8時30分

】月日T-マ 劍ﾗX蹌�

1 �����忠mｘ4�8ｨ4x986X�ｸ5h8x92���

2 ����#b盈ｒ�簡易編集機の操作.企画.シナリオ ･カメラワーク等の中から最も力を つけたい分野を個人指導 �68�8鳧����ﾃ�ﾘ985ｨ985��ｸ馼ｼi%99h5(�ｸ6h4(6ﾈ�ｸ5��ｲ��岔Eieh�8����6x985ｨ985��ｸ7(6h朱wH�*ｨ8ﾈ�ｸ4簫��

Ll 免ﾂ�"盈ｒ�

4 免ﾂ�盈ｒ�

コ 免ﾂ�3�盈ｒ�

6 ��"�盈ｒ�

笠･中級編:ある程度ヒデオ機器の取り扱いの出来る中級者を対象にしたETJォ制作講座

定員: 20名　　受講者数: 21名　　受講料:4,000円

木曜日　午後6時30分から8時30分

月日 途ﾒﾘ7ﾒ�講師 

1 買ゅ��ﾂ盈ｒ�オリエンテーション �68�8鳧����6x985ｨ985��ｸ馼ｼi%99h5(�ｸ6h4(6ﾈ�ｸ5��ｲ��

2 ����ｉmｒ�l l 4人でクルーと呼ばれるチームを組 んで､取材.撮影.編集を行い作品 を完成 

3 ���#R盈ｒ�

4 �"��盈ｒ��ｩEieh�8����6x985ｨ985��ｸ7(6h���7ｸ8ﾈ�ｹuｲﾒ��

5 粘"�盈ｒ�

6 ����ｮﾃ"��R盈ｒ�
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(3)定期上映会(ドーン･シネマクラブ)の開催

女性監督の作品や女性の視点に立っ映画の上映等を行ったC

入場料:前売800円　当日1,000円　　　場所:視聴覚スタジオ

l月日 �5�5�6y9伜����)�B�

1 迭��宙ｾ���｢きこぼたとん｣(日本)143 

≒トーク=村上靖子(映画監督) � 

2 ��r�#�粟���ﾂ�｢森の中の淑女たち｣(カナダ) �3Sr�

卜-ク:豊後レイコ(エルダーホステル協会会長) 

3 湯�#"粟���｢妻はフィリピーナ｣(日本) ���b�

4 姪��#"�#2�｢河の女｣｢-ノイの少女｣ ��S����

(月.火) 宙7�6x6�8���

5 �*"��R粟���ﾂ�ドキユルタT)一打オ ｢おっかをはしからないで｣～7ジ了のエイズ孤児と母子感染～ トーク:平岡磨紀子(制作者) 鼎2�

(4)女性芸術劇場の開催

女性の手による女性の視点を持った舞台芸術公演を開催し､広く府民に鑑賞の機会

を提供した｡

参加者数:延712人　　　ところ: 7Fホール

入場料:前売2,500円　当日　3,000円

日時! 帝>�vR����キャスト等 

6月23日(塞)19:00- ��霾�&9�(*(肺6x985ｨ985籏EB偬�8ｸﾏh��総合指揮芹川藍 

24日(土)14:00- 佰ｸ+ｸ.｢�4D�t�,ﾈｿ8,佰ﾈ*�,�,B�ﾂ�出演井沢磨紀 

19:00-- 剄ｍﾊ裕子 

(3ステージ) 刹ﾟ内仁子 芹川藍 

8　国際交流事業

(1)外国人女性のためのサポート･カウンセリング

･ni) -イリンガル･カウンセリングの実施

府内に在勤,在住する外国人女性が､異文化の中で出会う様々な悩みに､母国語

及び日本語で相談を行い､問題解決に向けて､サポートを行ったC

対象.韓国･朝鮮語､中国語､英語圏の女性

(在日韓国･朝鮮人及び中国残留孤児の女性等も含む｡ )

相談員:女性で､母国語と日本語を話すバイリンガル･カウンセラー

日時:毎月第1 ･ 2 ･ 3土曜日の午後2時から4時まで(平成7年4月第3土曜

日から開始)

第1土曜日　　韓国･朝鮮語での相談

第2土曜日　　中国語での相談

第3土曜日　　英語での相談
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恩･英語を話す外国人女性のためのティスかソション･グループの実施

日本で生活する外国人女性たちが出会う共通の問題についてグループで話しあい､

情報を交換する機会を提供し､日本での生活における問題解決の支援を行った｡

平成7年7月から平成8年3月まで毎月テーマを変え､第4土曜日の正午から午

後1時30分まで､計9回実施｡

4 迭�6 途�8 湯�1日 免ﾂ�12 ���2 �2�合計 

韓国.朝鮮言吾 � �� �� �� ��� �� ��1 

中国語 � ��一 ���1 �� �� �"�2 ��7 

相談 ��� �｢�2 ���2 釘�i 撞2�2 撞"� ����

突 き五 ロ口 萄6h485�*�5h8�92�ｸ4�8ｸ�ｸ7b� �� 釘�〇 �"�9 ��LI �2�l 2 ��29 

A irlt ��ｩ&ｲ�1 ���2 �2�2 ���"�24 ≧ ���鳥 i 釘�4 ���26 

デイスかルヨン グループ �� ��4 几��2 湯�】 0 釘�3 姪"�0 �#��

(2)女性NGOフォーラム北京'9 5記録ビデオの作成

｢大阪府女性海外派遣団｣の北京での活動状況及び女性NGOフォーラム北京'95

の開催状況･各国女性の交流状況等を記録ビデオ( ｢大阪府女性友好のつばさ北京会

議で世界の女性と交流｣ ､ 2 0分)として残し､女性問題啓発資料として活用した｡

9　健康　に　関　す　る事業

(1)マシンジム利用者講習会

ウエルネスのフロア(地下1階)に設置した温水プール及びマシンジムの管理運

営を行うとともに､マシンジム利用者講習会を実施した｡

講習会実施回数 冕443回 

参 初 者 傚y�ｲ�【 3,212人 調紕ﾃ#s���

男性 ��ﾃ�S��ﾂ�

(2)フィットネススクールの開催

府民の健康の保持･増進を図るとともに､ドーンセンター利用者の交流を促進す

るため､地下1階ウェルネスのフロアにおいて､フィットネススクールを開催した｡

定　員:スイミング15人　エアロビクス20人

回　数:各スクールとも10回

受講料:各スクールとも10,000円

スクール名l実施日 剋條ﾔ 劍�8ﾗX�)�B�

lスイミング(初級)】4/10-6′′25月曜日 �13 鼎X���X6｣�����｣�I�ﾂ�

月 期 �5�487�984��ｸ鋳�4/′13-6/29木曜日 ����30～11 鼎R�14人 
スイミング(中級) �*ｳB��Bﾓb�3�ｾ�vｩ?｢�13 鼎X���R�00 ��Y�ﾂ�

ビギナーエアロビクス 釘�����h�ﾂ��ﾃ#x憺vｩ?｢�l10:30～11:30 剴�y�ﾂ�

30



スクール名 們�郢?｢�時間 劍�8ﾗX�)�B�

岩! 期 l �7(4ﾘ6��ｸ4x4�8ﾘ7(4�5��4/11～6/27火曜日 ����30～19 �3��20人 

エアロビクス 釘��H��b�3�ｾ�vｩ?｢�18 �3������30 �#��ﾂ�

リフレッシュ体操 滴�ﾂ����8��b�#冦益ｩ?｢�14 �3����R�30 ��9�ﾂ�

らくらくリフレッシュ体操 釘��Bﾓb�3�ｾ�vｩ?｢�10 �3�����｣3������ﾂ�

7 月 期 �5�487�984��ｸ鋳�7/′3～9/11月曜日 ��3｣CX���S｣����.15人 

スイミング(初級) 途�8��汀��ﾈ騅ｩ?｢�18:45～20:00 剴�I�ﾂ�

スイミング(初級) 途���汀�Im益ｩ?｢�10:30～11:45 剴�Y�ﾂ�

スイミング(中級) 途���汀#(ｾ�vｩ?｢�13:45～15:00 剿��I�ﾂ�

ビギナーエアロビクス 度6ﾘ�ﾈ��H��艇�ﾃ�(憺vｩ?｢�て川 �3������30 �#��ﾂ�

ビギナ-エアロビクス; 度�ﾂ���汀�(憺vｩ?｢�】18 �3������30 �#��ﾂ�

エアロビクス二7/7～9/'22金曜日 �18 �3�ﾓ���30 ����ﾂ�

リフレッシュ体操弓7/6-9/14木曜日 �14 �3����R�30 ��y�ﾂ�

らくらくリフレッシュ体操17/7-9/22金曜日 剞� �3������30 ��i�ﾂ�

1日 月 期 �5�487�984��ｸ鋳�l10/′2～12./′18月曜日 ��2�45-15 做"�15人 
スイミング(初級) ����(���"��以騅ｩ?｢�川 鼎X��#��叫 ��Y�ﾂ�

スイミング(中級) 湯�#����"�#�m益ｩ?｢�10 �3������45 ��Y�ﾂ�

スイミング(中級) 湯�#����"��ﾃ#(ｾ�vｩ?｢�13 鼎X���R�00 ��Y�ﾂ�

ビギナーエアロビクス ����8���"���騅ｩ?｢�10 �3������30 ����ﾂ�

ビギナーエアロビクス ����8���"���騅ｩ?｢�19 �3���#��30 ����ﾂ�

■ビギナーエアロビクス 祷�ﾂ��ﾃ#����"�#�m益ｩ?｢�川 �3������30 俣���ﾂ�

エアロビクス ����8���"��ﾃ��騅ｩ?｢�1H �#�ﾓ���20i20人 

リフレッシュ体操 俐B�#ふ�"�#�m益ｩ?｢�14 �3�ﾓ�R�30∃20人 

.らくらくリフレッシュ体操 ��3�6ﾒ�#蔦�(�ﾂ��ﾃ#(ｾ�vｩ?｢�1日 �3�ﾖﾆﾂ�30j20人 

スイミングぐ初級)1/8-3/25月曜日 剴�2�45～15 ����l15人 

1 月 期 �5�487�984��ｸ駐�钁����8�ﾈ�ﾃ#Xﾈ騅ｩ?｢�����45～20 ����l15人 
スイミング(初級) 偵�����ﾃ�fﾓ8�ﾂ粨�ﾃ�Im益ｩ?｢�10 �3������45 ��Y�ﾂ�

スイミング(中級) ����(��2��Xｾ�vｩ?｢�13 鼎X���S｣�����Y�ﾂ�

ビギナーエアロビクス �����ﾓ2�#h憺vｩ?｢�10 �3�����｣3���#��ﾂ�

ビギナーエアロビクス 之ﾂ�ﾂﾓ2��Im益ｩ?｢�19 �����#�｣����#��ﾂ�

ビギナーエアロビクス ����(��2��Xｾ�vｩ?｢�18 �3������30 ��#��ﾂ�

Eエアロビクス!1/9-3/26火曜日 冤H �3������30 �##��ﾂ�

リフレッシュ体操 ����6ﾒ��ﾃ�fﾓ8�ﾂ��Im益ｩ?｢�14 謄3����R�30E20人 

巨)くらくリフレッシュ体操i1/12-3/15金曜日 �10 �3������30 �#��ﾂ�

1 0　ドーンフェスティバル' 95

開館1周年を記念し､女性の自立と参加･参画をテーマに各種イベントを実施した｡

なお､今回は総理府男女共同参画室の協力を得て｢平成7年度男女共同参画社会実

現に向けての活動支援会議｣として開催したo

と　き:平成7年11月10日(金)から12日(日)まで(3日間)

ところ.ドーンセンター7Fホールほか
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(1)ウィメンズフォーラム

とき: 1 1月10日(金)　　参加者数:延530人　　ところ: 7Fホール

時間 �7H耳耳7ﾒ�】講師 

1 ��3｣3�ﾓ�C｣�R�プリムラ賞授賞式 ��

2 ��C｣3�ﾓ�S｣#��基調講演｢男女平等の経済学｣ 俥仂ｨﾊyYｹ&ﾘ馼ﾞ)8ﾉ�騫ﾘ���

3 ��S･4�6ﾒﾓ�s｣3��パネルディスカッション �7�6ﾈ8ｨ5�6r�

｢男女協働の社会システムを考える｣ ��:�ﾔｸ��逸�檍艀蛻贅��
-"主婦論争''をこえて- l 昧�(蒴Oﾉ�(･x��葈柑Tﾙ~ﾈﾎ���冓68ﾞx��畏(ﾞ�<Y�ｹ�X鬨ｻ8���5(�ｸ6h4(6ﾈ�ｸ5��ｲ�,9�ｩk韈��6x985ｨ985��ｸｭ�+r��

(2) NGOフォーラム北京' 95報告会

とき: 1 1月10日(金)　　参加者数: 110人

ところ: 1Fパフォーマンススペース

時間 �>�vR�参加グループ 

18:30-20:30 比t�7H4��ｸ8�8�fｸｹ龝迭�IFBPW大阪クラブ 

に参加しワークショップを実 比t�7H4��ｸ8�8�s店ﾞH�9F位ﾙ&2�

施したグループの報告会 ��Xﾞ9Wｸ��ｹthﾔH,ﾈ,(,�+2�ﾇx��檍/�.h*ﾘ+x.倅x,ﾈ橙餉����ｸ,h覃饕靆Hｸh4�8ｸ�ｸ7b�7H4h7�6ｨ5�6x4ｨ4X985ｨ8ｸ4靆Hｸi��xﾘ橙�v�&ｶ匁uv�V譁荐�����

l l ��

(3)女性映像フェスティバル

とき: 1 1月11日(土)　　参加者数:延743人　　ところ: 7Fホール

時間 l �>�vR�講師等 綿�����)�B�

l 1垂13:00-13:40 刄gーク �Hﾄ��2�延650 

.｢映画は私の生命の一部｣ 1 宙防柯ｬI<"��人 l l 

2 撞�3｣S�ﾓ�S｣#��X防柯�8肪���

｢天国からの返事｣ 

[<1992年､中臥監督:王君正> 

15:30-17:10 �(8ﾘ984�4X4��ｸ4粨7ｨ�ｸ8�2�

<1993年､7メ川､監督:リチャートピアース> 

3 姪�x6｣3�ﾓ���CS��ﾂ�ﾂ�女性制作者によるビデオ作品の上映 茶Thﾟ(ｦ�5�5�5x4鋳�60 

｢それでも生きる｣ ビデオ工房AKAME制作 ･.らしく葬式-お葬式-｣ THⅠNKPⅠNK制作 仁雪ル㌶認諾蒜蒜カサ｣ 剞l l l l 

4 ��謄��ﾓ#�｣3��王君正監督との交流会 伜���N�S��冷�133 

コーディネーター:田上時子 茶Th雹*隕�5�5�5x4鋳�l人 l 

32



(4)ど～んとこいフェスタ' 95 (企画参加型イベント)

女性のグループや個人(5 6グループ)が自主企画したイベントをホールやパフォーマ

ンススペース､会議室等において実施した｡

F時間 �>�vR�会場 

1 ���ﾈ���?｢�7鋳�女性グループ等による講演会､ 鍍h7ｨ�ｸ8ｲ�

10:00-12ニ00 18:00.-20:00 11月12日(目) 10:00.-16:30 �7�7H4��ｸ7ﾘ985�9�,ﾈ齪皦ｮ�h487�986r�1Fパフォーマンススペース等 

2 ����ｮ#��ﾈ���?｢粟���女性グループ等による展示､ 泥h檍ｶ8�9��

!llB11日(土) ∃lo:00-20:00 111月12日(日) l10:00-16=30 �6�5X�ｹ9�,ﾈ齪皦ｮ�h487�986r�

1 1　共　催　事　業

ドーンセンターの施設の特色を活用して実施する､当財団設立の基本理念に沿った事

業を共催したC

(1)写真展｢臨月｣

従来からの固定概念を覆し､ ｢女性の美しさとは何か｣と問題提起することを目

的とした臨月の妊婦の写真展と､この写真展の開催を記念したトークを実施した｡
･共催相手方.臨月プロジェクト実行委員会

※撮影･企画立案:野寺夕子(ルポライター)
･目　　時, 7月7日(金)～7月11日(火) 11時～19時(11日は18時まで)

･場　　所: 1階パフォーマンススペース

･内　　容:臨月の妊婦のモノクロヌード写真105枚を展示

･参加費:無　料

･入場者数: 2,022人

C　写真展開催記念トーク&トーク

日時 ��｣r��7著ﾍ�3(鳧��H鰾�7/ll(火)午後0時～2時 

対談蕃 �ﾉnﾉOﾉ^B飲y�ｸ讓ﾊHｸh�"��左古かず子(あゆみ助産院院長) 
野寺夕子 冢ﾈ鮖uｸ���

フ一-マ ��ｸ,ﾉ�xｧrﾘｴⅸ蝌-ﾈ,�**H蝌-ﾈ+�,�*(/�ﾈ�-�.�,ﾈ,ﾙ$�*辻�今､出産の現場で何が起こってい るか-管理される女性のからだ- 

場所 店､ｹ�X檍ｶ8��5階セミナ一室 

参加者数 田)�ﾂ�149人 
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(2)ベティ･フリーダントーク･イン･おおさか

｢新しい女性の創造｣の著者として､また全米女性機構｢NOW｣の創始者として

名高いベティ･フリーダンを迎え､北京女性会議と新著｢老いの泉｣についての講

演会を実施した｡
･共催相手方｢ヘティ･フリーダントーク･イン･おおさか｣実行委員会

･日　　時:平成7年9月22日(金) 18時30分～20時30分

･場　　　所: 7階ホール

･内　　容. ①フリーダンの目で見た北京女性会議

② ｢新しい女性の創造｣から｢老いの泉｣まで
･参　加　費: 1,000円

･参加者数: 515人

(3)ワーキングウ-マンのためのセルフアップ.フォーラム

～自分らしく､素敵にキャリアアップ～

様々な可能性､潜在能力を秘めたワーキングウーマンを対象に､結婚･育児など

を乗り越えて､女性が肩ひじはらずにキャリアアップしていくことで､これからの

新しい生き方を提案していくためにフォーラムを実施した｡
･共催相手方　日本経済新聞大阪本社

･日　　時‥平成7年10月28日(土)午前11時から午後6時30分

･場　　所: 7階ホール及び1階パフォーマンススペース(交流パーティー)

･参　加　費･ 2,000円(交流パーティー参加者は別途1,000円)

･参加者数･約480人

･内　　　容

時間 �>�vR�講師 

ll:00 舒�+(ﾗX��内永ゆか子 
～12:00 �(鍠.x+X*ﾚI�h*ｹ�h*ｹ:ﾘ*ﾚ2�≡(日本アイ.ピー.エム㈱取締役) 

53ii?lO摩慧苦熱発見する｣ 剿ﾘ村千尋(クリスKインターナショ ナルスクール代表) 

14:20プレゼンテーション.テクニック講座 刪ﾀ曽田啓子 
～15:20 ��ｺ(.ﾘ+ﾘ+X/��8訷,儷ﾈﾋｸ+x.�2��(㈱Planning卑弥呼代表取締役) 

15:40 �7(5x6ﾈ5り5(7�8X6ｨ5��ｸ5h8x98ﾗXﾜ��E増谷淳子(釦イイネーションフォーラム 

～16:40; 】 �(.ﾘ+ﾘ+X,俾��ﾘ/�,(*�.�2�取締役ビジネスプDTJユーサー) 

17:00 -18:30 佰�zﾈ7��ｸ6X4(�ｲ���� 

'4)市民バンク国際会議｢地域活性化(再生)とニューワーク｣

福祉､街つくり､子育て情報など､女性起業家が創りだす多岐にわたる地域サービ
ス(ニューワーク)が地域活性化のために果たす役割について､海外の先進事例を紹

介しつつ議論を行う国際会議と､女性起業家のネットワークづくりのためのパーティ
ーを開催した｡

･共催相手方:(槻ダブル･ダブリュ一･ビ一･ジャパン

･日　　時=平成7年11月16日(木) 13時から19時

･場　　所: 5階大会議室及び5階視聴覚スタジオ(パーティー)

･参　加　費: 2,000円(交流パーティー参加者は別途1,000円)

･参加者数:約480人
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･参　加　費:国際会議3,000円　ネⅥ小ワーキング/トティー3,000円　通し券5,000円

･参加者数:国際会議　42人　　ネ､小ワーキングパーティー　51人(ゲスト等を含む)

･内　　　容

l 時間: �>�vR�講師 

13:00 亶ﾈｮ�+(ﾗX��キム.ミリヨン(サウスシヨア.バンクアメリカ) 

～13:40 �)&闔h,9�ﾈ,�*�*�.兩ﾈｾ�uｨ,ﾈ,ﾉ�h**H*�.雲ｺ2�

13:40 倬i~�_�ﾙ��井田さよ(奈良ら朗いママ情編集長) 
～14:20 銅(6ｨ8X�ｸ8�4��霈h迚�ﾈ､ﾙ�(ｼi�h*�.r�原田愛子(レインフルストフイルム代表) 

14:30 �7�6ﾈ8ｸ6h4(5�4ｨ6(5h8x92�コーディネーター: 

116:30 面)��ｧﾉz8嶌,�8h�ｸ8��ｸ4�2���ﾂ�ﾂ�片岡勝(腕プレス.オールトナティプ代表相投) パネラー: キム.ミリヨン(サウスシヨ7.バンクア刈カ) ナナ.ゲ-ベル(ゲマインシャフトバンクドイツ) ルイ-ズ.ティガ-(WDB(WOMEN'S DEVELOPMENTBANKING)軒7州) 1不破三枝子(㈱げ-代表相投) 

17:00 -19:00 綿6ﾈ6(6x8��ｸ4ﾈ984�7��ｸ6X4(�ｲ�ﾂ� 

(5)国際女性問題セミナー｢ヨーロッパで活動する芸術家として､女性として｣

海外で活躍する女性の現代美術作家2名による､女性として､芸術家としての自ら

の現状と未来についての対談により､日本の状況との比較を通して府民の女性の地位

についての意識向上を図るため､以下のとおりセミナーを開催した｡

･共催相手方:関西ドイツ文化センタ一

･日　　　時:平成8年2月6日(火) 13時から16時

･場　　　所: 1階パフォーマンススペース

･内　　　容: ①各作家の作品紹介

②ドイツ及びイタリアにおける､女性及び芸術をとりまく状況につ
いての対談

ゲスト:ヒルデガルト･トルクミット(ドイツデュt!セルドル7在住)

伊藤福紫(イタリア　ミラノ在住)
･参　加　費:無　料

･参加者数:33人

(6) OF IX国際化セミナー｢国際社会における日本の役割｣

府民の国際理解の促進と女性の社会参加に対する啓発を図るため､国際政治学者と

して活躍する猪口邦子氏を迎え､講演会を開催した｡
･共催相手方: (#)大阪府国際交流財団

･日　　　時:平成8年3月18日(月) 18時から20時

･場　　　所: 7階ホール

･内　　　容: ｢国際社会における日本の役割｣をテーマとした講演

･参　加　費･ 1,000円

･参加者数. 290人
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1 2　広報事業

ド-ンセンターの設置日的､施設概要､主要事業などの周知を図り､センタ-の利

用と事業への参加を促進するため､各種媒体を用い広報活動を行った｡

(1)情報誌｢DAWN｣の作成

ド-ンセンター主催講座･イベントの案内や受講者･参加者の意見､感想､グル
-プ活動紹介､センター施設紹介等を内容とする情報誌を作成し､都道府県をはじ

め府内外の女性関係施設､市町村女性政策関連行政機関､図書館等に配布した｡
･A4版8頁10, 000部

･平成7年6月(第3号)､平成7年9月(第4号)

平成7年12月(第5号)､平成8年3月(第6号)発行

(2)利用案内パンフレット等の作成

ドーンセンターの設置日的､施設概要､主催事業などの周知を図り､センタ-の

利用と事業への参加を促進するため､施設利用パンフレット､センター主催事業の

チラシ等を作成した｡

1 3　-時保育事業

子育て中の女性の社会参加を促進･支援することを目的として､ドーンセンターの

主催事業への参加者やライブラリー等の利用者を対象に｢ことものへや｣を設置し､
一時保育事業を実施したo

(1)実施内容

①　主催事業の一時保育

センター主催事業参加者を対象として､一時保育を実施したD

②　定期保育

ウエルネスのフロアやライブラリ-センター利用者等を対象として毎週木曜日

に実施した
･保育時間(9‥30-12:30､ 13:30-16:30)

③　｢ことものへや｣の貸し出し

センター施設を利用する団体･グループか保育を実施する場合に､ ｢こどもの

へや｣の貸し出しを行った｡

(2)保育協力者　　55名(平成8年3月3 1日現在)

保育協力者については､府婦人会館での協力者や大阪府内の女性関係施設におけ

る保育ボランティア養成講座終了生､保育経験者､保母･幼稚園教諭･看護婦等の

資格所有者及び資格取得見込み者(学生)を中心に募集した｡

(31保育協力者の定例会及び研修会

｢ことものへや｣の自主的な運営を行うため､保育協力者の参加の下､保育活動

状況や､ ｢こどものへや｣の運営等についての定例会を開催した｡ (計9回)

また､センターの設立趣旨や目的､男女協働社会における保育等についての研修

を行い､その成果を保育活動に反映させるよう努めた｡ (計8回)
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(4) ｢こともの-や｣の利用状況

主催事業 劔.葦ｩ]ｸ屍盈益ｩ?｢��剔ﾝ出 ③ 俘xﾇb�Sﾒｸｧﾘ�Bｹ�ﾂ�

開催【覗e; 倡�,h.�=b�録育協力音数 丶ｨﾜ9�xt��子ども数 兢ｸ支ｺi|ﾘ尸�B�

4月 �"�2 釘�8 鼎r�27 ��ﾂ�28 

5月 免ﾂ�ll ��苒�6 】 鉄B�22 免ﾂ�28 

6月 �#"�44 �3"�巨o 涛"�48 迭�37 

7月 ��ﾂ�14 免ﾂ�8 塔2�37 ��b�34 

8月 ���0 ���10 涛��50 ����29 

9月 ��r�58 �3r�8 ���b�48 ��2�38 

10月 ����62 亶ﾃC��6 鉄R�30 ��?｢�35 

11月 ��R�i42E33 �10 ���b�58 ��"�37 

12月 ��"�⊇ 66 �3b�I. 鉄��46 ��2�31 

1月 免ﾂ�37 �3��6 田��40 湯�26 

2月 �#��93 鉄��l10 ��3��0日 免ﾂ�42 

3月 ��2�53 �3��l ∃6 i �7Fﾂ�40 i ��r�36 

7年度計 ��S2�482 �3#b�～ i94 l 涛迭�506 ��SB�401 

6年度計 田r�275 ��sB�31 �#���115 鼎"�140 
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第2　施設の管理

大阪府から委託を受け､ドーンセンターの管理運営を行うとともに府民の方々にホールや

会議室の貸し出しを行った｡

1来館者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:人)

月(開館日数) ��8�9��ホール等 �8�487X8�8｢ﾒ�l ウエルネス 倩ｸ���その他 ��｢�ﾘxﾇb�1日平均 

4月(26E]) 免ﾂﾃs#b�10,370 途ﾃ�C��6,578 ��C��｣�ﾃ涛R��3rﾃ鉄r�1,460 

5月(22日) 免ﾂﾃ��b�8,910 迭ﾃツb�!6,061 蔦#�B�1,936 �3Bﾃ��2��ﾃSS��

6月(26日) ��BﾃC3��ll,953 途ﾃ鉄&唐ﾃCS"�鼎c��2,023 鼎Rﾃ#s��.1,741 

7月(27E]) ��BﾃSS��12,531 唐ﾃ�#��10,527 鉄コ�1 2,605 鼎津c3R�1,838 

8月(26日) 湯ﾃC�2�8,610 湯ﾃ##B�ll,544 �#S"�1,584 鼎�ﾃs�r�1,566 

9月(24日) ��2ﾃS�"�9,500 ��rﾃ��R�j9,347 �3C2�1,717 鼎"ﾃ3#B�1,764 

10月(26日) ��Rﾃ����ll,117 把づ�#��8,756 鼎3R�1,634 鼎Bﾃ塔��rl,730 

11月(23日) ��"ﾃ��b�9,562 途ﾃ�sb�l5,988 姪C3b��｢�F1,296 �3rﾃ�sB�1,616 

12月(23日) 免ﾂﾃc�r�8,182 釘ﾃ田��j4,837 �3�"�1,470 �3�ﾃ3sb�1,364 】 

1月(23日) ��"ﾃCch���7,210. 箸�Sbﾃツ#ｳbﾃcs"���#2�1,746 �3Rﾃ�s��r1,525 

2月(24])】 ��Bﾃc�2�10,403 鳴�づ�3Sｲ�7,916 �#cR�1,918 鼎Bﾃ�3��1,834 

1 3月(26町 ��Rﾃ����9,330 唐ﾃ�宕ﾂ�8,023】 ���&鳴ﾃs�"�鼎"ﾃc#b�1,639 

7年度計 (296日) ��SbﾃS3��117,678】 茶3#r����ﾃン��(324) 94,701 �2ﾃs3R�21,716 �'����イコﾃ#c�ｹ�c3��

6年度計 (109日) 鼎�ﾃ�s��38,319 茶#途��"�3�ﾃCC"�(157) 16,906 ��ﾃ��2�7,868 ��3bﾃc#b�1,253 

( )内削姻たりの入館者数

㈱㈹㈹㈹㈹00㈹㈱㈹㈹｡50.45'40,35,30,25･20･1 5･10,5,

来館者数 

一..I_メ ��

一.･.-一_一一■■■ ��

7　　　　8　　　9　　　10　　11　　12　　1　　　2　　　3月
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2　会議室･ホール等の利用

各種グループが女性の自立並びにあらゆる分野への参加及び参画を促進する目的を

もって行う学習活動等の催物の開催場所として､ドーンセンターの会議室やホールな

どを貸し出した｡

なお､センターの設置目的に支障のない範囲において､府民の健全で文化的な集会

及び催物等の実施に対しても会議室等を貸し出したo

(1)利用状況

①　会議室等の利用率

会議室等(%) ホール 劔�7�7Ifﾘ7ﾘ985��5�7��ｸ5��A含十 

l 会議室…和室車重等 劍抦ﾇb３��窒R��⊂コFl (%) 

4月. 田"絣�65.4 �+(.ょR�53.5∃ 田2纈�29.3 鉄"繧�

5月 田R綯�72.0 �#ゅ"��55.9 田����17.5 鉄B�"�

6月 亦�s�繆ｷﾃc��8���ﾂ�鼎�經ｲ�61.2 鉄b絣�29.2 鉄偵R�

7月.67.8 �64.8: �3b絣��ﾂ�58.8 鉄r�2��50.7 鉄ゅ2�

8月 鳴�SB縒�c�纈�����#2�2�:46.7 亦�cR�#��"絣�ﾂ�姪CR纈�

9月 都����70.8 l �3ゅb�62.0■ �'GB苒�29.0 偵c����

10月 都����62.8 i �3r纈�喜61.0 姪c2繧�34.7 鉄津��

11月 塔�繧�1 72.2 鼎B繧�70.5 涛B縒�48.3 ��都�絣�

12月 ���cゅ��64.4 �3偵��59.6 鉄r���44.4 鉄づ��

1月 田b�8*#2�"���3ゅ2�h8.7 巴�C偵#�3偵r�鉄r紕�

2月 鳴��｣sb絣���68.1 鼎B紕�66.758.0 �62.3 ������cb���

3月 都r縒�71.2 鼎ゅ"�68.8 都B縒�56.0 田ゅR�

7年度計 田偵"�67.0 �3r�2�60.1 田"繧�37.8 ��S偵"�ﾂ�

6年変計 鼎偵"�52.2h6.4h3.2 剴3r縒�35.5 鼎"絣�

(雷　利用目的別比率

■目的内利用(%) 劔�ｩLｩy駅���３��

l 劔合計≡ 

l 俥�&8皦ﾜ8ﾗY�ﾂ�l登録団体 �+ｸ,ﾉ�ﾂ�

会議室等i5.8 �27.1 �#ゅxｧツ�綯��3ゅB�

ホール 釘縒�8.9 �32纈�47.5!52.5 

パフォーマンススペース �,c�b�2�2.2 ��c#ゅ���Cr�2�鉄"縒�

計 澱���と25.4 �#ゅ��60.4と39,6 1 
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③　曜日別､時間帯別利用率

鍾 剏ﾟ前(%) 佻�2３��夜間(%) 佗b�

別 �(9:30-12:00) 茶�3｣��ﾓ�s｣������Ε��ﾓ#�｣3���窒R��

∵ヽ I 読 土 等 兌ﾙ?｢�53.1 �)ｨ��*"�53.8 田����

iq 田��(�｣ヲ�"�鼎r綯�66.0 

姻 田�繧�F 87.2 ��｣#�紕�56.1 

小計 ��｣Sb���78.8:45.5 l �60.1 

ホ ー ル 兌ﾙ?｢�55.7 都2紕�l l48.1 鉄偵��

土曜 鉄づ2�81.3 田"絣�67.4 

目視 都偵B�!85.7 鼎��2�68.8 

柑 田�縒�77.7 鼎偵��62.8 

パフォーマン ススペース 仄��27.9 �3b紕�33.3 �3"絣�土曜 鼎R繧�62.5 �3偵b�49.3 

棋祝 鉄�繧�55.6 �#"�"�42.9 

小計 �3b�"�45.3i �3�纈�37.8 

合計 】 �*��1∴1 都��8���Tt∴t' 鉄ゅr�

土曜 田�ﾃ2�87.5 鼎r纈�65.2 

目視 田"���85.5 �#�絣�56.1 

小計 鉄R紕�77.1 鼎R���59.2 

3　視察対応

全国の行政関係､女性団体･グループ及び海外からの視察を受け､センター設立の趣

旨･目的並びに事業概要の説明を行った｡

行政関係 刳e種 �&9�ﾈ+ｸ,ﾉ�ﾂ�凵z合計 

件数 ��ﾉ�B�件数 ��ﾉ�B�件数 ��ﾉ�B�件数 ��ﾉ�B�

4月 ����75 �"�34 �"�31 �#2�140 

5月 途�24 迭�60 ���120 ��2�204 

6月 ��2�1LIG ��B�320 ���2 �#��468 

7月 ����235 ��R�337 ���l十 �3B�585 

8月 ��R�128 澱�113 �"�ll �#2�252 

9月 ����140 唐�185 ��｣��川 免��343 

10月 ��"�lrlい 免ﾂ�285 ���20 �#B�435 

11月 ����168 ��r�265 ���3 �#b�436 

12月 ��"�175 白ﾂ�l川 �"�ll �#��302 

1月 澱�jJLI �2�89 ���lH ����123 

2月 ��"�275 迭�81 釘�1いり �#��265 

3月 ����sB�途�67 釘�41 �#��182 

7年度計 ��S"�1,394 塔��1,952 �#��389 �#c"�3,735 

6年度計 ��6x7��1,151 �#��327 �#2�435 ��Sb�1,913 
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4　グループ活動の支援等

ドーンセンターを定期的に利用するグループの活動支援と利用の促進及び交流を図る

ため､次のとおり施設の提供等を行った｡

･1)グループロッカーの設置

グループが学習等の活動を行うために必要な物品を保管するとともに､グループ相

互の情報交換場所として､センター内にグループロッカールームを設けた｡

･利用団体数100団体･グループ(平成8年3月31日現在)

(21登録団体制度の実施

男女の自立とあらゆる分野への参加･参画を促進することを目的として､トーンセ

ンターを定期的に利用するグループを利用者団体として登録し､優先的にセンターを

利用できるよう､一般の利用申込受付に先立って､利用申込を受け付ける制度を実施

した｡

･登録団体数184団体･グループ(平成8年3月31日現在)

(3)ワークステーションの遷宮

ワークステーションに印刷機等の機器類を設置し､団体･グループ等の自主的li:宿

動のために必要な､チラシ･資料等の印刷やコピー､木工作業等の軽作業を行うこと

ができる無料のスペースを提供した｡
･設置機器　印刷機､コピ-機､紙折機､裁断機､製本機､木工電動工具

く　利用状況)

l 凉駅��)�B��ﾂ��印刷機利用団体数 

4月! �"�ﾂ�44 

5月.; �35 

6月 鳴�ﾂ�53 

7月l ��55 

8月 鳴�ﾂ�ﾂ�52 

9月 鳴�ﾂ�74 

10月 鉄S��98 

11月 鼎3��l 79 

12月 鼎�b�85 

1月 鉄3��99 

2月 鉄cB�123 

3月 鉄���136 

合計岳3,019 �933 
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(41情報交換プラザの運営

センター内外で行われる各種行事の情報提供及びブル-プ活動の交流や情報の交

換が行えるよう､ 1階の情報交換プラザにおいてグループ･団体､行政機関等のチ

ラシやパンフレット等を配布した｡

府庁関係 倡9*ﾉ�｢�他の女性セント 俾偃X4�8ｸ�ｸ7b�合計 

平成7年度 鼎�2�412 r �##��1,054 �"ﾃ����

平成6年度 ���B�102 鼎��238 撞Cコ�

第3　財団の運営

1　理事会の開催

第4回　　　平成7年6月29日(木)

内　容:役員の選任､平成6年度事業報告及び収支決算

第5回　　平成8年3月28日(木)

内　容:平成8年度予算､平成7年度補正予算等

2　理事懇談会の開催

平成7年12月11日(木)

内　容:平成7年度の事業経過報告等

3　ドーンセンター運営推進委員会の開催

ドーンセンターの機能を十分に活用し､有効かつ円滑な事業連富を図るため､ドー

ンセンター運営推進委員会を開催し､種々の意見､提言をいただいたo

第3回　　　平成7年7月17日(月)

内　容:平成6年度の事業報告及び平成7年度事業計画

第4回　　平成7年11月30日(木)

内　容:平成7年度事業経過並びに今後の事業遷宮について

第5回　　平成8年2月29日(木)

内　容　平成8年度事業について

4　職員研修の実施

財団職員及び各種委託業務従事者を対象に一般研修を実施した｡又､財団職員を

対象に､各種啓発講座参加による研修を実施した｡

(1)一般研修

実施日時:平成7年11月16日～11月17日(2日間)

内　容=大阪帝の女性政策､接遇､人権問題､女性問題等

(2)啓発講座参加研修

実施日時:平成7年9月26日～12月22日(31日間)

回　　数:受講回数1人3回

内　容:社会参加をめざす女性のための自己啓発講座､カウンセリング講座等
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月オ団法人大l坂府男女協働社会
-:5く　仁)月二才団　　設　立　趣　意　書

1 9 7 5年の｢国際婦人年｣及びこれに続く｢国連婦人の1 0年｣を契機として､世

界各国では､女性の地位向上や女性に対するあらゆる差別の撤廃に向けての取り組みが

積極的に進められてきました｡

我が国においても､男女雇用機会均等法の制定をはじめ国内関係法の整備を行い､

｢女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関する条約｣を批准するとともに､新国内

行動計画を策定し､女性関係施策を推進しております｡

大阪府においても第1期､第2期行動計画に続き､平成3年9月には第3期行動計画

｢女と男のジャンプ･プラン｣を策定し､知事を本部長とする大阪府女性政策企画推進

本部のもとに女性問題の解決を図るための施策を積極的に推進しております｡

大阪が地球時代にふさわしく､人間と自然の調和を保ち､かつ文化の薫り高い国際都

市へ発展していくためには､男女が共に人間として尊重され､性差にとらわれることな

く､豊かな人間関係のなかで､人生のあらゆる段階で支えあうことのできる社会､即ち､

男女の自立並びにあらゆる分野-の対等な参加･参画に基づく男女協働社会を実現する

ことが不可欠であります｡

しかしながら､男女の固定的な役割分担意識はまだ根強く､男女の自立及びあらゆる

分野-の対等な参加･参画を不十分なものとしています｡また､近年における高齢化､

情報化､国際化等の急激な進展により､女性問題に係わる新たな課題が生じてきており

ますD

男女協働による真に豊かな社会を実現するためには､行政の力だけで達成できるもの

ではなく､民間においても女性問題の解決に向けて社会的な気運の醸成を図るとともに､

企業､民間団体さらには府民一人ひとりが知恵と創意を発揮して積極的な活動を展開す

ることが重要です｡

財団法人大阪府男女協働社会づくり財団は､そうした行政並びに府民､民間団体等が

連携した多様な活動を効果的に推進するために中心的な役割を果たすとともに､男女の

自立とあらゆる分野への対等な参加及び参画を促進するため､情報の収集及び提供に関

する事業､能力開発に関する事業､女性の抱える問題に関する相談事業､女性の交流の

促進並びに文化及び表現活動の支援に関する事業､調査研究及び啓発学習に関する事業､

女性の健康に関する事業及びドーンセンター(大阪府立女性総合センター)の管理運営

を行うこと等により､男女協働社会の実現に寄与することを目的として設立するもので

あります0
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貝オ団法人二大阪府男女協働社会
-づ　く　り　財団　　寄　　附　　行　　為

第1章　総則

(名称)

第1条　この法人は､財団法人大阪府男女協働社会づくり財団と称するo

(事務所)

第2条　この法人は､事務所を大阪市中央区大手前1丁目3番49号に置く｡

(目的)

第3条　この法人は､大阪府の区域内において､男女の自立並びにあらゆる

分野への対等な参加及び参画を促進する事業を行い､もって男女協働社会

の実現に寄与することを目的とする｡

(事業)

第4条　この法人は､前条の目的を達成するため､次に掲げる事業を行う｡

(1)女性に関する情報の収集及び提供に関する事業

(2)女性の能力開発に関する事業

(3)女性の抱える問題に関する相談事業

(4)女性の交流の促進並びに文化及び表現活動の支援に関する事業

(5)男女の自立並びにあらゆる分野への対等な参加及び参画を促進するた

めの調査研究及び啓発学習に関する事業

(6)女性の健康に関する事業

(7)前各号に掲げる事業及び施設の管理運営の受託に関する事業

(8)前7号に掲げるもののはか､この法人の目的を達成するために必要な

事業

第2章　資産､会計及び事業計画

(資産の構成)

第5条　この法人の資産は､次に掲げるものをもって構成する｡

(1)設立当初の財産目録に記載された財産

(2)寄附金品

(3)資産から生ずる収入

(4)事業に伴う収入

(5)その他の収入
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(資産の種別)

第6条　資産は､基本財産及び運用財産の2種とする｡

2　基本財産は､次に掲げるものをもって構成する｡

(1)設立当初の財産目録中基本財産の部に記載された財産

(2)基本財産とすることを指定して寄附された財産

(3)理事会において運用財産から基本財産に繰り入れることを議決した財

産

3　運用財産は､基本財産以外の財産とする｡

(資産の管理)

第7条　資産は､理事長が管理し､その方法は､理事会の議決を経て､理事

長が別に定める｡

2　基本財産のうち現金は､郵便官署若しくは確実な金融機関に預け入れ､

信託会社に信託し､又は国債､公債その他確実な有価証券に換えて保管し

なければならない｡

(基本財産の処分の制限)

第8条　基本財産は､これを処分し､又は担保に供することができない｡

ただし､この法人の事業遂行上やむを得ない理由があるときは､理事会に

おいて､理事数の4分の3以上の同意を得､かつ､大阪府知事の承認を得

て､その一部を処分し､又はその全部若しくは一部を担保に供することが

できる｡

(経費の支弁)

第9条　この法人の経費は､運用財産をもって支弁する｡

(事業計画及び予算)

第10条　この法人の事業計画及び予算は､理事長が作成し､毎会計年度開始

前に理事会の議決を得なければならない｡これを変更する場合も同様とす

る｡

(暫定予算)

第11条　前条の規定にかかわらず､やむを得ない理由により予算が成立しな

いときは､理事長は､予算成立の日まで前年度の予算に準じ収入支出する

ことができる｡

2　前項の収入支出は､新たに成立した予算の収入支出とみなす｡

(事業報告及び決算)

第12条　理事長は､毎会計年度終了後3カ月以内に､事業状況報告書､収支

計算書､正味財産増減計算書､貸借対照表及び財産日録等を作成し､監事
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の監査を経て､理事会の承認を得なければならない｡

(長期借入金)

第13条　この法人が資金の借入れをしようとするときは､会計年度の収支を

もって償還する短期借入金を除き､理事会において理事数の3分の2以上

の同意を得､かつ､大阪府知事の承認を得なければならない｡

(会計年度)

第14条　この法人の会計年度は､毎年4月1日に始まり､翌年3月3 1日に

終わる｡

第3章　役員

(種別)

第15条　この法人に､次に掲げる役員を置く｡

(1)理事長　　　　1人

(2)専務理事　　　1人

(3)理事(理事長及び専務理事を含む｡ )

1 0人以上2　0人以内

(4)監事　　　　　　2人

(選任)

第16条　理事及び監事は､理事会において選任し､大阪府知事の承認を得る

ものとする｡

2　理事長は､理事の互選により定める｡

3　専務理事は､理事会の同意を得て理事長が指名するC

4　理事及び監事は､相互に兼ねることができない｡

5　理事のいずれか1名とその親族その他の特別の関係にある者の合計数は､

理事数の3分の1を越えてはならない｡

6　監事は､相互に親族その他の特別の関係にある者であってはならないo

(職務)

第17条　理事長は､この法人を代表し､業務を統括する｡

2　専務理事は､理事長を補佐し､日常の業務を処理し､理事長に事故があ

るとき又は理事長が欠けたときは､その職務を代行する｡

3　理事は､理事会を構成し､業務を議決し､執行する0

4　監事は､次の職務を行う｡

(1)法人の財産の状況を監査すること｡

(2)理事の業務執行の状況を監査すること｡

(3)財産の状況又は業務の執行について不正の事実を発見したときは､こ
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れを理事会及び大阪府知事に報告すること｡

(4)前号の報告をするため必要があるときは､理事会を招集すること｡

(任期)

第18条　役員の任期は､ 2年とするoただし､再任を妨げない｡

2　補欠又は増員により選任された役員の任期は､前任者又は現任者の残任

期間とする｡

3　役員は､辞任又は任期満了の後においても､後任者が就任するまでは､

その職務を行わなければならない｡

(解任)

第19条　役員が次の各号のいずれかに該当するときは､理事会において､理

事数の4分の3以上の議決により､これを解任することができる｡ただし､

理事会において､その役員に対し､議決の前に弁明の機会を与えなければ

ならない｡

(1)心身の故障のため､職務の執行に堪えられないと認められるとき｡

(2)職務上の義務違反その他役員としてふさわしくない行為があったと認

められるとき｡

(報馴等)

第20条　役員は､無給とするoただし､常勤の役員は､有給とすることがで

きる0

2　役員には費用を弁償することができる｡

3　前2項に関し必要な事鄭ま､理事会の議決を経て､理事長が定める｡

第4章　理事会

(構成)

第21条　理事会は､理事をもって構成する｡

(権能)

第22条　理事会は､この寄附行為で別に定めるもののはか､この法人の運営

に関する重要な事項を議決するo

(種類及び開催)

第23条　理事会は､通常理事会と臨時理事会の2種とする｡

2　通常理事会は､毎年2回開催する｡

3　臨時理事会は､次の各号のいずれかに該当する場合に開催する｡

(1)理事長が必要と認めたとき｡

(2)理事数の3分の1以上の理事から会議の目的を記載した書面によって
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開催の請求があったとき｡

(3)監事が第17条第4項第4号の規定により､招集したとき｡

(招集)

第24条　理事会は､理事長が招集するoただし､前条第3項第3号の規定に

ょる場合は､監事が招集する｡

2　理事長は､前条第3項第2号の規定による請求があったときは､その日

から1 4日以内に臨時理事会を招集しなければならない｡

3　理事会を招集するときは､会議の日時､場所､目的及び審議事項を記載

した書面をもって､少なくとも7E]前までに通知しなければならないo

(議長)

第25条　理事会の議長は､理事長が当たる｡

(定居数)

第26条　理事会は､理事数の3分の2以上の出席がなければ開会することが

できない｡

(議決)

第27条　理事会の議事は､この寄附行為で別に定めるもののほか､出席した

理事の過半数をもって決し､可否同数のときは､議長の決するところによ

る｡

(書面表決等)

第28条　やむを得ない理由のため､理事会に出席できない理事は､あらかじ

め通知された事項について､書面をもって表決し､又は他の理事を代理人

として表決を委任することができるD

2　前項の場合における前2条の規定の適用については､その理事は出席し

たものとみなす｡

(議事録)

第29条　理事会の議事については､次の事項を記載した議事録を作成し､こ

れを保存しなければならないC

(1)日時及び場所

(2)理事数

(3)出席した理事の数及び氏名(書面表決者及び表決委任者については､

その旨を付記すること｡ )

(4)審議事項及び議決事項

(5)議事の経過の概要及びその結果

(6)議事録署名人の選任に関する事項
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2　議事録には､その会議において出席した理事の中から選任された議事録

著名人2人以上が､議長と共に署名押印しなければならない｡

第5章　委員等

(設置)

第30条　本財団に､第4条に定める事業の円滑な促進を図るため､必要に応

じ､委員を置き､又は委員会を設置することができる｡

2　委員の選任､委員会の設置､運営その他必要な事項は､理事会の同意を

得て､理事長が別に定める｡

第6章　事務局

(設置)

第31条　この法人の事務を処理するため､事務局を置く｡

2　事務局には､事務局長その他の職員を置く｡

3　事務局の職員は､理事長が任免する｡

4　事務局の組織及び運営に関し必要な事項は､理事会の議決を経て､理事

長か別に定める｡

(書類及び帳簿の備付け)

第32条　事務所には､次に掲げる帳簿及び書類を常に備えておかなければな

らない｡

(1)寄附行為

(2)理事､監事及び職員の名簿及び履歴書

(3)許可､認可等及び登記に関する書類

(4)寄附行為に定める機関の議事に関する書類

(5)収入､支出に関する帳簿及び証拠書類

(6)資産､負債及び正味財産の状況を示す書類

(7)その他必要な帳簿及び書類

第7章　寄附行為の変更及び解散

(寄附行為の変更)

第33条　この寄附行為は､理事会において理事数の4分の3以上の同意を得､

かつ､大阪府知事の認可を得なければ変更することができない｡

(解散)

第34条　この法人は､民法第68条第1項第2号から第4号までの規定によ

るほか､理事会において､理事数の4分の3以上の同意を得､大阪府知事
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の承認のあったとき解散する｡

(残余財産の処分)

第35条　解散後の残余財産は､理事会の議決を経て､大阪府知事の許可を得､

この法人と類似の目的を有する公益法人又は大阪府に寄附するものとする｡

第8章　雑則

(委任)

第36条　この寄附行為の施行について必要な事項は､寄附行為に定めるほか､

理事会の議決を経て､理事長が別に定める｡

附則

1　この寄附行為は､この法人の設立許可のあった目から施行する｡

2　この法人の設立当初の役員は､第1 6条第1項から第3項の規定にかか

わらず､設立者の定めるところとし､その任期は､第1 8条第1項の規定

にかかわらず､平成8年3月3 1日までとする｡

3　この法人の設立初年度の事業計画及び予算は､第1 0条の規定にかかわ

らず､設立者の定めるところによる｡

4　この法人の設立初年度の会計年度は､第14条の規定にかかわらず､設

立許可のあった日から平成7年3月3 1日までとする｡

附則

(施行期日)

1　この寄附行為は､平成6年9月1日から施行する｡
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財団法人　二六二阪府男女協働社会｢うく　り財団

役員名簿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成8年3月31日現在

l l 冩�什kﾄR�役職名 

理事長 亳y�(ﾜ8v��前大阪府副知事 

専務理事 (館長) �,9m���k韈��元大阪府生活文化部長 

岬や �9?�69�9?ｨ�"�大阪女子大学学長 

理事l l 併I$ｨｻIi�,B�大阪府教育委員 

理事 �'ﾉ(hﾆ)Oﾈ���花園大学社会福祉学部教授 

理事i r ��ﾉm���H韈��園田学園女子大学文学部教授 
劇場｢タイニィ.アリス｣主宰 

理事弓 ����ﾖ�.b�ﾂ�ﾂ�関西経済同友会常任幹事.事務局長 

理事 �%ｹ?ｨ���儺h�hﾞﾈｼ�jH7H4��ｸ4�5ﾈ984�ﾈ薰�ﾒ�

理事 凩�tﾈ<��】 武庫川女子大学家政学部教授 

理事 儘ﾙ�ﾈ7�8h4ﾂ�花園大学文学部助教授 
元オリンピック体操選手 

理事;月艮吾β正敏 剔蜊纒{生活文化部長 l 

理事 冏�>�6�h���l L㈱にはんれいあうと社長 
･ニュービジネスフォーラム理事.同女性常任委員 

i女性経営者.有識者交流研究会長 

理事 伜)gｲ��ﾈ+��労働省大阪婦人少年室長 

理事 ��ｨ��釖Oﾈﾋ��ﾂ�l同志社大学法学部教授 

理事 犯bｴ｣ﾒﾆ��F弁護士 

監事 �6ﾉU8彙ﾘﾗ2�l i大阪府副出納長 

監事 ��ｳ�ﾅﾈ而%B�大阪府生活文化部次長 
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ドーンセンター運営推進委員会設置要綱

(設置)

第1条　大阪府立女性総合センタ- (ド-ンセンタ- (以下｢センタ-｣という｡ ) )

の機能を十分に活用し､有効かつ円滑な事業運営を図るため､センター館長(以下

｢館長｣という｡ )の下にドーンセンター運営推進委員会(以下｢委員会｣という｡ )

を置く｡

(所掌事務)

第2条　委員会は､センターの円滑な事業運営に関して意見及び提言を行う｡

(組織)

第3条　委員会は､館長が学識経験者､団体･グループ､利用者等の中から委嘱した委

員をもって組織する｡

2　委員会に､座長及び副座長をおく｡

3　座長は､委員の互選により選任し､副座長は､座長の指名による0

4　座長は､委員会を代蓑し､会務を総括する｡

5　副座長は､座長を補佐し､座長に事故あるときは､その職務を代理する｡

(任期)

第4条　委員の任期は､ 2年とする｡ただし､補欠の委員の任期は､前任者の残任期間

とする｡

(招集)

第5条　委員会は座長か招集し､座長かその議長になる｡

(報酬)

第6条　委員は無報酬とする｡ただし､委員には別に定めるところにより費用を弁償す

ることかできる｡

(庶務)

第7条　委員会の庶務は､財団法人大阪府男女協働社会づくり財団事務局において行う｡

(委任)

第8条　この要綱に定めるもののほか､委員会の運営に関して必要な事項は､館長か定

める｡

附則

この要綱は､平成6年1 0月2 7日から施行する｡
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ドーンセンター運営推進委員

平成8年3月3 1日現在

氏名 冩��Ykﾂ�備考 

小松満貴子 兀�ﾌ��ﾈ����Xｧxｻ8��座長 

伊藤公雄 ��Xﾞ9�Xｧy�ﾈｭH怦ｧyYH�ｻ8��副座長 

味沢道明 �8�985�8ｨ7XﾊHｸh橙� 

石原雅子 �7�5�7h8�986ｨ984�� 

伊吹和子 ��Xﾞ9Wｸ��N�)&9�ﾉ��xﾘｺhｶ8橙� 

囲信潤子 �I&ﾘ�;��Xｧxｻ8�� 

砂湖和子 ��i?ｩgｹWy�ﾈ,ﾈ檠�Xﾞ9WｹgｹYB� 

鄭早苗 ��Y$ｩ�Xｧx�ｻ8�� 

橋本敏子 �ｩ�hｨ握(ｺｹ[h嶌ﾊHｸh�� 

畑田美智子 �*(*�+��h･Xｻ8孜�I���� 

林誠子 �?ｩgｹ┼:ﾙ�xﾘy�ﾙ��ﾘx檠�Xﾞ9Wｹ��ﾘx橙� 

樋口和恵 ��Xﾞ9]ｸ支暮:驗�xﾘ橙� 

前川美奈子 亊ﾙ��68��ｸ檍ｶ2� 

松原静子 儻ｹzyWy�ﾈ檍ｭ�4�8ｲﾘ7i��xﾘｺhｶ8橙� 

松村英子 亊i�ﾉ:ﾘ*ﾙWy�ﾈ,ﾈ橙� 

山口百合子 �?ｩgｹWy�ﾈ檍ｶ9�Xﾞ9WｹgｹYB� 

山中米子 儺貯�Xﾞ9Wｹ:��馼ｼi�9�仄hｶ8橙� 

弓洋玲子 宙��=��Xﾞ9Wｸﾉｩ'ｨ齎檍��ｸﾉｩ'ｨ齎効醜橙� 

吉村幸子 ��Xﾞ9Wｹ&闔iWy�ﾉ&9�ﾈｺhｶ8橙� 

和田啓子 宙ﾞ���Xﾞ8怦ｧxｵｨ��5ｨ985��ｲ� 
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大阪庁守立女･性総合センタ-条イタrJ

(設置)

第1条　女性の自立並びにあらゆる分野-の参加及び参画を促進し､もって男女協働社

会の実現に資するため､大阪府立女性総合センター(以下｢センター｣という｡ )を

大阪市中央区大手前1丁目に設置する｡

(事業)

第2条　センターは､次の事業を行う｡

1　女性の抱える問題に関する相談を行うこと｡

2　女性に関する情報の収集及び提供を行うこと｡

3　女性の自立並びにあらゆる分野への参加及び参画を促進するための講習会､講演

会､催物等を開催すること｡

4　センターの施設を前号に規定する講習会､講演会､催物等の開催の用に供するこ

と｡

5　前各号に掲げるもののほか､前条の目的を達成するため必要なこと｡

2　センターは､前項各号に掲げる事業を行うほか､前条の目的の達成に支障のない限

り､その施設を府民の健全で文化的な集会､催物等の利用に供することができる｡

(使用料)

第3条　センターを利用しようとするものは､次の各号に掲げる場合の区分に応じ､当

該各号に定める額の使用料を納付しなければならないo　ただし､マシンジム､フィッ

トネススタジオ､プール及び駐車場を利用しようとする場合の使用料の額は､別表第

2に掲げる金額とする｡

1利用者が第1条の目的のために利用する場合　別表第1に掲げる金額

2　前号に掲げる場合以外の場合　別表第1に掲げる金額に2を乗じて得た額

(還付)

第4条　既納の使用料は､還付しない｡ただし､知事は､特別の理由があると認めると

きは､その全部又は一部を還付することかできるo

(減免)

第5条　知事は､特別の理由があると認めるときは､使用料を減額し､又は免除するこ

とができる｡

(管理の委託)

第6条　知事は､センターの管理に関する事務のうち､センターの利用､事業の運営及

び施設の維持に関する事務を財団法人大阪府男女協働社会づくり財団に委託すること

ができる｡

(規則への委任)

第7条　この条例に定めるもののほか､センターに関し必要な事項は､規則で定める｡

附　則

(施行期日)

1　この条例の施行期日は､規則で定める｡

(大阪府立婦人会館条例の廃止)

2　大阪村立婦人会館条例(昭和3 8年大阪帝条例第6号)は､廃止するC
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大阪府立女.隆総合センタ-条イ列方直行規員rJ

(趣旨)

第1条　この規則は､大阪府立女性総合センター条例(平成6年大阪府条例第1号｡以

下｢条例｣という｡ )第7条の規定に基づき､大阪府立女性総合センター(以下｢セ

ンタ-_　というC )の管理に関し必要な事項を定めるものとする｡

(開館時間)

第2条　センターの開館時問は､午前9時30分から午後9時30分までとする｡ただ

し､知事は､特別の理由があると認めるときは､開館時間を塩時に変更することがあ

る｡

(休館日)

第3条　センターの休館日は､次に掲げる日とする｡ただし､知事は､特別の理由があ

ると認めるときは､休館日を変更し､又は臨時に休館することがある｡

1水曜日(その日が国民の祝日に関する法律(昭和23年法律第1 78号｡以下

｢法｣という｡ )に規定する休日(第3号に掲げる目に当たる場合を除くo以下同

じ｡ )に当たるときは､その日後直近の開館日)

2　法に規定する休日の翌日(その日が法に規定する休日､前号に掲げる休館日又は

土曜日若しくは日曜日に当たるときは､その日後直近の開館日)

3　12月29日から翌年の1月3日までの日

(利用の制限)

第4条　センターを引き続き5日を超えて利用し､又は同じ月のうち5日を超えて利用

することはできない｡ただし､マシンジム､フィットネススタジオ､プール若しくは

駐車場を利用しようとするとき又は知事が特別の理由があると認めるときは､この限

りでない｡

(利用の申込み)

第5条　センターを利用しようとするものは､利用申込書(別記様式)を知事に提出し､

その承認を受けなければならない｡

2　前項の規定にかかわらず､マシンジム､フィットネススタジオ､プール又は駐車場

を利用しようとするものは､知事が別に定める利周券の交付による承認を受けなけれ

ばならない｡

(使用料の納付時期)

第6条　前条の規定により利用の承認を受けたもの(以下｢利用者｣という｡ )は､当

該承認の際に､条例第3条に規定する使用料を納付しなければならない｡ただし､知

事が特別の事情があると認めるときは､この限りでない｡

(使用料の還付)

第7条　知事は､利用者が次の各号のいずれかに該当する場合には､条例第4条ただし

書の規定に基っき､既納の使用料のうち､それぞれの当該各号に定める額を還付する｡

1天災その他やむを得ない理由によりセンターを利用できない場合で知事が適当と

認めるとき　使用料に相当する額
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2　ホール又はパフォーマンススペースの利用に係る利用者が利用の日の3月前まで

に利用の申込みを取り消したとき　使用料の5割に相当する額

3　ホール又はパフォーマンススペース以外の利用に係る利用者が利用の日の1月前

までに利用の申込みを取り消したとき　使用料の5割に相当する額

(転貸等の禁止)

第8条　利用者は､利用の承認に基づく権利を譲渡し､又は他人に利用させてはならな

い｡

(利用承認の取消し等)

第9条　知事は､利用者が次の各号のいずれかに該当する場合は､センターの利用承認

を取り消し､又はその利用を制限し､若しくは停止させることがある｡

1　センターの利用の申込みに偽りがあったとき｡

2　他の利用者に危害若しくは迷惑を及ぼし､又はそのおそれがあるとき0

3　建物及び設備を損傷し､若しくは汚損し､又はそのおそれがあるとき｡

4　条例又はこの規則の各条項に違反したとき｡

5　前各号に掲げるもののはか､センターの管理上支障があると認められるとき｡

(入館の制限等)

第1 0条　知事は､次の各号のいずれかに該当する者に対しては､入館を禁止し､又は

退館を命ずることがある｡

1前条第2号及び第3号に規定する行為をした者又はするおそれのある者

2　承認なくして､寄附金の募集､物品の販売､商品､行事等の宣伝その他これらに

類する行為をした者

3　前各号に掲げる者のほか､センターの管理上支障があると認められる者

(損傷等の届出)

第1 1条　利用者は､建物及び設備を損傷し､又は汚損したときは､直ちにその旨を係

員に届け出て､その指示を受けなければならない｡

(細則)

第1 2条　この規則の施行について必要な事項は､知事が定める｡

附　則

(施行期日)

1　この規則は､平成6年1 1月1 1日から施行する｡ただし､附則第2項の規定の施

行期日は､平成6年1 1月1日とする｡

(大阪府立婦人会館条例施行規則の廃止)

2　大阪府立婦人会館条例施行規則(昭和5 7年大阪府規則第2 0号)は､廃止する｡
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